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H

シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

高

白
日ヨ

稔

ま
え
が
き

十
八
世
紀
後
半
べ
ン
ガ
ル
に
お
い
て
成
立
し
た
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
イ
ン
ド
支
配
は
、

一
七
九
三
年
の
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
改
革

4 

に
よ
っ
て
ひ
と
つ
の
形
態
を
確
立
し
た
が
、
そ
の
時
点
以
後
に
お
け
る
会
社
の
領
土
拡
張
、
会
社
自
体
の
諸
条
件
の
変
化
、
お
よ
び
イ
ギ

リ
ス
の
国
内
諸
情
勢
の
推
移
に
伴
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H
シ
ス
テ
ム
は
内
外
の
批
判
を
受
け
、
あ
る
い
は
修
正
さ
れ
、
あ

る
い
は
形
態
を
異
に
す
る
統
治
組
織
へ
と
転
換
す
る
に
至
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
法
の
支
配
」
と
資
本
主
義
的
な
商
品
経
済
を
基
礎
と
す
る
自

由
競
争
原
理
と
に
立
脚
し
て
、
イ
ン
ド
の
植
民
地
と
し
て
の
開
発
・
支
配
を
進
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
骨
子
は
、
付
行
政

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
日
シ
ス
テ
ム
と
称
さ
れ
る
統
治
制
度
は
、

権
と
司
法
権
と
を
分
離
し
、
行
政
権
の
最
末
端
に
は
収
税
官
(
の
o

一F
2
0
同
)
を
、
司
法
権
の
最
末
端
に
は
裁
判
官

(
]
C
L
t
E
Y
A
ω
明
日

ω
E
S
)

を
そ
れ
ぞ
れ
県

(
U
Eロ
2
)
ご
と
に
任
命
し
、
同
一
人
格
を
し
て
両
職
を
兼
帯
せ
し
め
な
い
、
口
土
地
の
私
的
所
有
権
を
旧
来
の
ザ
ミ

l

ン
ダ

l
ル
、
フ
ズ

l
リ
l
H
タ
ア
ル
ク
ダ

l
ル
そ
の
他
の
大
規
模
土
地
領
有
者
層
に
付
与
し
、
か
つ
土
地
所
有
者
が
国
家
(
植
民
地
政

府
)
に
納
入
す
る
地
租
額
を
永
代
的
に
固
定
す
る
(
ザ

l
ミ
ン
ダ

l
リ
i
永
代
定
租
制
)
、
臼
一
フ
イ

l
ヤ
ッ
ト
を
法
律
上
の
借
地
人
と
し
、



地
主
・
借
地
人
関
係
は
文
書
契
約
に
立
脚
さ
せ
る
、
四
土
地
の
所
有
権
・
借
地
権
を
め
ぐ
る
紛
争
は
、
裁
判
所
が
条
令
(
刃
よ

c
-
2
3・

立
法
権
者
は
「
参
事
会
に
お
け
る
総
督
」
)
に
依
拠
し
て
審
理
決
定
す
る
、
団
統
治
機
構
上
の
責
任
あ
る
地
位
は
イ
ギ
リ
ス
人
を
も
っ
て

占
め
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
行
政
と
司
法
と
の
結
合
、
小
土
地
所
有
制
、
イ
ン
ド
人
の
官
職
登
用
な
ど
を
特
徴
と
す
る
、

主
と
し
て
ト
マ
ス
H

マ
ン
ロ

l
の
構
想
に
か
か
る
統
治
組
織
と
並
ん
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
支
配
の
二
大
潮
流
を
な
し
て
き
た
も
の
で

J
め
っ
か
」
O

所
で
こ
の
統
治
組
織
の
修
正
な
い
し
変
革
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
お
よ
そ
二
通
り
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
概
説
書
的
な
見

解
で
あ
る
が
、
異
な
っ
た
統
治
組
織
、
殊
に
そ
の
中
枢
を
な
す
地
租
制
度
は
、
会
社
領
に
新
た
に
編
入
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
在
来

の
土
地
制
度
の
多
様
性
に
対
応
し
て
成
立
し
た
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ザ
ミ
l
ン
ダ

l
リ
l
制
を
ベ
ン
ガ
ル
で
既
に
展
開
し

て
い
た
大
土
地
所
有
ー
ー
そ
の
具
体
的
な
内
容
や
認
定
の
仕
方
に
問
題
は
残
る
が
|
|
に
、
ラ
イ
l
ヤ
ッ
ト
ワ

l
リ
l
制
を
南
イ
ン
ド
に

お
け
る
べ
ン
ガ
ル
的
な
大
土
地
所
有
の
欠
如
や
農
民
的
土
地
所
有
権
の
強
さ
に
、

5一

マ
ウ
ザ
ワ

l
リ
l

(
マ
ハ

l
ル
ワ

l
リ
l
、
パ
ッ
テ
ィ

ダ
l
リ
l
)
制
を
北
イ
ン
ド
の
い
わ
ゆ
る
共
同
体
に
よ
る
土
地
所
有
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
地
租
制
度
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
も
の
で

(
1
)
 

あ
る
。
第
二
は
最
近
の
傾
向
に
属
す
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
お
け
る
思
想
潮
流
の
交
替
や
イ
ン
ド
派
遣
の
軍
人
H

行
政
官
層
に
お
け
る

新
思
潮
の
形
成
を
、
統
治
組
織
再
編
成
の
知
的
基
盤
と
し
て
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

基
盤
と
し
て
ジ
ョ
ン
H

ロ
ッ
ク
に
淵
源
す
る
ホ
イ
ッ
グ
的
社
会
理
論
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
H

ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
社
会
理
論
、
重
商
主
義
、

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
の
知
的

重
農
主
義
の
経
済
学
説
等
々
を
指
摘
し
、
十
九
世
紀
の
異
な
っ
た
統
治
組
織
の
知
的
基
盤
を
、
ト
マ
ス
H

マ
ン
ロ
ー
そ
の
他
の
ロ
マ
ン
テ

ィ
シ
ズ
ム
と
パ
タ
l
ナ
リ
ズ
ム
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
H

ウ
ィ
ル
パ
フ
ォ

l
ス
ら
の
福
音
主
義
、
ト
マ
ス
H

パ
ピ
ン
ト
ン
H

マ
コ

l
レ

i
ら
の
自

由
主
義
、
ジ
ェ
レ
ミ
H

ベ
ン
サ
ム
と
ジ
ェ

l
ム
ズ
H

ミ
ル
の
功
利
主
義
、

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
H

リ
カ

l
ド
オ
の
経
済
学
な
ど
に
求
め
る
見
解

北
大
文
学
部
紀
要



コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

で
あ
る
。
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
を
克
服
し
て
新
た
な
統
治
制
度
を
導
い
た
の
は
、
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
H

ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の

(
2
)
 

潮
流
と
功
利
主
義
の
潮
流
と
さ
れ
る
。

上
記
二
様
の
解
釈
は
、
事
態
の
あ
る
側
面
に
限
っ
て
考
え
れ
ば
確
か
に
首
肯
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
後
者
は
植
民
地
支
配

(
3
)
 

の
思
想
史
的
研
究
を
開
拓
し
た
と
い
う
点
で
画
期
的
で
あ
る
が
、
と
も
に
未
だ
多
く
の
疑
問
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

第
一
の
見
解
は
、
事
態
を
む
し
ろ
宮
と
な
Z
R
S
に
理
解
し
た
も
の
で
し
か
な
い
。
も
し
大
土
地
所
有
を
云
々
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
べ

(
4
)
 

ン
ガ
ル
の
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
に
か
な
り
の
類
似
点
を
も
っ
南
イ
ン
ド
の
ポ
リ
ガ

l
ル
を
捨
て
る
こ
と
は
で
き
ず
、
農
民
の
土
地
所
有
に
言

及
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

ベ
ン
ガ
ル
の
ク
ド
H
カ
l
シ
ュ
ト
H
ラ
イ

l
ャ
ッ
ト
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ま
ず
行
政
文
書
に
現
わ
れ
る
の
は
、
南
イ
ン
ド
に
お
い
て
で
あ
り
、
し
か
も
そ
こ
で
は
ラ
イ

l
ヤ
ッ
ト
ワ

l
リ

(
5
)
 

l
制
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
で
第
一
の
見
解
は
充
分
な
説
得
力
を
持
た
な
い
と
考
え
ら
れ

ヲ

Q

。

「
村
落
共
同
体
」
に
着
目
す

6 -

ひ
と
つ
の
統
治
組
織
、
従
っ
て
ひ
と
つ
の
政
策
は
そ
れ
に
対
応
す
る
知
的
基
盤
、
つ
ま
り
諸
思
潮
に
関
係
さ
せ
ら

れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
思
想
や
学
説
か
ら
政
策
が
導
き
出
さ
れ
、
そ
れ
が
統
治
組
織
に
結
実
す
る
。
そ
し
て
政
策
の
転
換
、
従
前
の
統
治

組
織
の
修
正
や
新
た
な
そ
れ
へ
の
移
行
は
、
も
っ
ぱ
ら
知
的
基
盤
の
推
移
を
通
し
て
の
み
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
の
欠
陥
は
、
従
前
の

政
策
、
統
治
形
態
が
そ
の
実
施
過
程
に
お
い
て
自
ら
の
内
に
見
出
す
に
至
っ
た
矛
盾
の
解
決
の
方
便
と
し
て
、
次
の
政
策
、
統
治
形
態
が

企
画
さ
れ
る
、
と
い
う
観
点
を
も
た
な
い
こ
と
で
あ
り
、
警
輸
的
に
い
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
対
イ
ン
ド
政
策
、
イ
ン
ド
統
治
組
織
は
、
イ
ギ

第
二
の
見
解
で
は
、

リ
ス
人
の
思
想
・
学
説
を
変
数
と
す
る
函
数
関
係
に
お
い
て
し
か
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
植
民
地
支
配
の
連
続
性
は
充
分
に
は

把
握
さ
れ
ず
、
政
策
の
転
換
、
統
治
組
織
の
再
編
成
を
必
然
な
ら
し
め
る
本
国
の
収
奪
強
化
の
要
求
、
あ
る
い
は
植
民
地
支
配
下
に
お
け



る
イ
ン
ド
社
会
内
部
の
階
級
的
矛
盾
の
発
展
1
i
|
こ
れ
は
広
義
に
は
支
配
者
と
被
支
配
諸
民
族
と
の
矛
盾
の
一
環
を
な
す
ー
ー
と
い
う
要

(
6
)
 

因
は
、
完
全
に
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
。

私
の
考
え
を
多
少
予
知
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
政
策
転
換
は
政
策
主
体
が
同
一
で
あ
る
限
り
常
に
、
先
行
す
る
政
策
の
破
綻
へ
の
救
済
措

置
た
る
性
格
を
免
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
政
策
の
実
務
担
当
者
の
判
断
が
転
換
の
重
要
な
契
機
に
数
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
東
イ
ン
ド
会
社
の
イ
ン
ド
統
治
は
周
知
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
諸
地
方
の
県

(UERn)
段
階
の
行
政
官
・
裁
判
官
か
ら

州

(
P
2
H辛
口
ミ
)
政
府
の
該
当
部
局
へ
、
各
部
局
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
で
は
〈
参
事
会
に
お
け
る
総
督

(
C
0
5
5
0
?
の
3
2
1
h
E
'門
HOSE-)〉、

マ
ド
ラ
ス
、
ボ
ン
ベ
イ
で
は
〈
参
事
会
に
わ
け
る
知
事
(
。
。
:
吋
ロ

0
2
?の
2
コ
門
戸
}
)
〉
へ
、
そ
し
て
そ
れ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
会
社
取
締
役
会
へ

と
い
う
報
告
・
請
訓
の
た
め
の
送
信
と
、
上
記
の
系
統
を
逆
流
す
る
訓
令
・
意
見
徴
取
の
た
め
の
送
信
と
で
連
絡
さ
れ
た
、
極
め
て
ユ
ニ
l

ク
な
書
面
審
理
行
政
と
で
も
い
う
べ
き
機
構
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
最
終
的
な
決
定
権
は
取
締
役
会
に
あ
っ
た
が
、

7 -

そ
れ
と
て
も
絶
対
的
に
専
檀
的
な
も
の
で
は
な
く
イ
ン
ド
現
地
の
問
題
状
況
に
つ
い
て
の
一
定
の
理
解
を
ふ
ま
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

小
稿
で
は
、
十
九
世
紀
初
期
に
わ
け
る
土
地
H

地
租
政
策
の
転
換
を
、
県
段
階
の
実
務
担
当
官
に
よ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H
H
シ
ス
テ
ム

批
判
を
通
し
て
検
討
し
、
昨
今
の
思
想
史
的
研
究
の
欠
を
多
少
と
も
補
い
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
対
象
地
域
を
ザ
ミ
l
ン
ダ

l
リ

i
定
租
制
の
施
行
さ
れ
た
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ
l
ル
に
、
年
代
を
功
利
主
義
学
説
が
イ
ン
ド
統
治
に
影
響
を
も
っ
に
至
る
、
つ
ま
り
ミ
ル

登
庁
の
一
八
一
八
年
|
|
翌
一
九
年
に
は
パ
タ
l
ナ
リ
ス
ト
か
つ
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ス
ト
の
マ
ン
ロ
!
と
エ
ル
フ
ィ
ン
ス
ト
ン
と
が
、
そ
れ

ぞ
れ
マ
ド
ラ
ス
と
ボ
ン
ベ
イ
と
の
知
事
と
な
る
|
l
に
、
そ
れ
ぞ
れ
限
定
す
る
の
が
方
法
と
し
て
有
効
で
あ
ろ
う
。

北
大
文
学
部
紀
要
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出
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回
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=
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4
r
m
「
ω
ロ
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『
回
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ω
r
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E
u

，
、
。
一
・
ケ
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L
o
p
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2
r
R
m
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・
回
2
c
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ω
ロ
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n
o
ロ
o
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-
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E
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n
m
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C
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由
H
V
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L
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w
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w
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ロ
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r
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同
n
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ロ
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E
目
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〈
m
一
o
-
u
ヨ
E
d
n
o
h
r
n
r
y

弘

忌

ミ

F

言
毛

N
S
司
-
-
z
u
p
司
、
国
∞
-
な
と
、
多
く
は
こ
の
よ
う
な
理
解
を
一
示
す
。

「

2
)
包
括
的
な
研
究
と
し
て
は
、
何
回
z
r
o
T
開
口
問
一
回
ω
r
c
E
5
2
2
2
4
Z
ι
F

0・c・

p
・
-
S
由
が
、
ベ
ン
ガ
ル
の
み
に
つ
い
て
は
刃
・
c
c
r
p
〉
刃
c
F
1

3
3
2
q
p
岡
田
2
明
白
一
・
3
3
J
「
r
o
Z
凶
凹
d
o
w
H
u
s
-
が
、
ボ
ン
ベ
イ
の
み
に
つ

い
て
は
、
戸
国
防
=
Z
R
r
2
-
m
0
2
m
一
℃
。
-
Z
可
由
主
叩
0
2
m
一
の
E
4
0
5
4弓
2

5
コ

回
目
任
凶
幅
広
コ
ζ
凶
口
"
O
・C
・
H
Y
L
由
日
・
が
、
マ
ド
ラ
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の
み
に
つ
い
て
は
、
叶
・
戸

田
。
開
明
一
m
r
o
}
0
・
↓
r
o
ヨ
E
玄
ロ
ロ
H
O
ω
コ
L
"
r
o
u
t巳
0
3
M
m
z
o
『
〉
L
S
E
E
Z
2
d
E

P
Z
3
E
ζ
ζ
z
r
H
叶
由
M
|
広
岡
田
"
の
-
c
・

p
・
-
Z
小
、
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
ら
れ

。
ヲ也(3
)
第
二
の
研
究
傾
向
に
対
す
る
私
の
考
え
方
は
、
か
ん
た
ん
に
は
刀
-
G
E
E
唱
さ

日
開
の
書
評
(
「
東
洋
学
報
L
四
九
|
三
、
一
三
八
頁
以
下
)
の
中
で
述
べ
た
。

松
井
透
「
近
代
西
欧
の
ア
ジ
ア
綴
と
植
民
地
支
配
論
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
支
配

を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
思
想
」
五
三
一

O
)
末
尾
の
思
想
類
型
論
批
判
を
も
参
照
。

(
4
)
ポ
リ
ガ

l
ル
に
つ
い
て
は
、
上
条
安
規
子
「
十
九
世
紀
以
前
の
官
。
-
長
男
に
関

す
る
一
考
察
|
玄
3
0
日
に
於
け
る
m
u
-
-
四
足
の
一
一
階
層
|
」
(
史
州
L
一
二
)
が

唯
一
の
邦
語
文
献
で
あ
る
。
他
は
さ
し
あ
た
り
、
回
-
z
・
回
E
2
・
y
z
=
"
4
r

z
p
g
三
正
明
。
n
o
E
2
2下
回

8
7
z
m
g
F
E
E
-
-
u
u
y
ミ
・
5
叶
1
5
p
↓
-

z
・
回
2
明
F
r
o
-
m
h
。
2
町
、
H
U
可
凶
∞
ム
0
・U
甲
小
ω
・
を
み
よ
。

(
5
)
マ
ド
ラ
ス
州
で
は
最
初
か
ら
ラ
イ
i
ヤ
y
ト
ワ

l
リ
|
制
が
試
み
ら
れ
て
い

た
が
、
一
時
期
後
退
し
て
「
村
請
け
L
Z
M
一
品
。
「
2
2
)
制
を
採
用
し
て
い
る

(
Z
・
ζ
z
r
r
d
o
p
J
「
古
河
可
2
3
ロ
∞
『
2
2
5
ζ
E
E
r
コ
由
N
H
∞
N
P
P
F
E
E
-

-
ま
N
・
官
官
・
3
こ
。
マ
ド
ラ
ス
州
の
土
地
H

地
租
政
策
形
成
過
程
で
は
、
担
当
官
の

現
状
認
識
と
そ
れ
を
支
え
る
理
念
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
否
め

ず
、
そ
の
意
味
で
は
第
二
の
見
解
を
採
用
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

(
6
)
上
に
指
摘
し
た
こ
と
と
は
別
に
、
多
く
の
問
題
を
地
方
別
に
の
み
扱
っ
て
各

地
方
聞
の
関
連
に
あ
ま
り
注
意
を
払
わ
な
い
の
が
、
今
ま
で
の
イ
ン
ド
植
民
地
時

代
史
研
究
の
ひ
と
つ
の
欠
点
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
マ
ド
ラ
ス
の
ラ
イ

l
ヤ
y
ト
ワ

l
リ
l
制
が
本
国
当
局
者
公
認
の
政
策

と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
本
国
の
監
督
局
や
会
社
取
締
役
会
の
人
事
異
動
に

よ
り
ト
マ
ス
H

マ
ン
ロ
!
と
親
し
い
人
々
が
登
用
さ
れ
た
こ
と
が
、
重
視
さ
れ
て

い
る
が
(
の
-
z
-
m
u
z
z
3
・
J
「
r
o
同
2
同
【
口
止
ω
2
E
3
ミ
二
吋
宝
戸
田
凶
ふ
祖
国
昌
司
よ

ζ
E
n
r
z
E
L
E
-
-
官
官
・
N
o
-
-
M
D
r
z
・
玄
ロ
r
Z
4
0
0
・
吾
2
H
3
・
三
-
s
w

叶
出
・
回
2
問
。
Z
E
w
も
2
H
U
3
5
1
8
)
か
れ
ら
が
マ
ン
ロ
ー
を
哀
持
し

た
の
は
マ
ド
ラ
ス
か
ら
の
情
報
の
み
に
依
拠
し
て
で
は
な
く
、
ベ
ン
ガ
ル
か
ら
の

情
報
を
も
参
照
し
て
総
合
的
に
判
断
し
た
上
の
こ
と
で
あ
る
(
不
充
分
な
が
ら
、

8一

の
-
z
・
唱
『
ニ
岡
田
u
p
N
F
N内
向

w
回
・
回
・
て
一
戸
ω
E
・
J
「
r
m
w
の
o
z
z
一
〉
ι
百
戸
2
m
m
H
m
w
ロ
0
2
0
明
子
。
問
由
主

。

-
E
E
n
o
E
Z
ミ
L
コ
u
l
l
-
∞
E
w
玄
E
n
r
o
m
z
r
H
S
P
官
官
N
E
i
N
叶
0
・
を
参
照
)



こ
の
点
か
ら
み
て
も
、
地
域
別
に
問
題
を
扱
う
だ
け
で
は
不
充
分
な
こ
と
が
納
得
で
き
よ
う
。

ザ

l
ミ
ン
ダ

i
リ
l
永
代
定
租
制
と
農
民
の
権
益

以
上
の
観
点
か
ら
、
私
は
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
が
い
か
な
る
破
綻
を
示
し
、
そ
れ
が
い
か
な
る
行
政
上
の
問
題
と
し
て
意
識

さ
れ
、
い
か
に
解
決
さ
れ
よ
う
と
し
た
か
を
、
順
次
検
討
す
る
。

ザ
ミ

l
ン
ダ

l
リ

l
永
代
定
租
制
の
結
果
と
し
て
、
従
前
慣
習
法
的
に
土
地
の
占
取
権
を
も
っ
て
い
た
農
民
は
す
べ
て
、
ザ
ミ

l
ン
ダ

ー
ル
・
フ
ズ

i
リ
l
H
タ
ア
ル
ク
ダ

l
ル
・
「
そ
の
他
の
事
実
上
の
土
地
所
有
者

(O
子
2
ω
円

Eω
一万円。司同
H
O
S
E
-
5
0
ω
O
戸
-
)
」
を
地
主
と
す

る
借
地
人
と
し
て
法
的
に
住
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
地
主
H

借
地
人
関
係
は
明
確
な
文
書
契
約
に
立
脚
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、

9一

地
主
は
借
地
人
に
対
し
十
年
を
期
限
と
す
る
貸
与
地
面
積
・
地
代
額
を
明
記
し
た
地
券
を
発
給
し
、
地
券
面
記
載
額
を
超
え
る
徴
収
は
違

法
(
】
一
一
主
主
)
と
し
て
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
地
代
額
決
定
の
基
準
と
さ
れ
た
の
は
「
既
存
の
パ
ル
ガ
ナ
の
率
(
2
E
E
m
r
z
z
a
g
ω

(
F
F宮
内
出

50)」
つ
ま
り
各
地
域
の
ニ
ル
ク
H

パ
ン
デ
ィ

l

(
昌
弘
、

E

E
え町)
で
あ
り
、

殊
に
ク
ド

H

カ
l
シ
ュ
ト

H

ラ
イ
l
ヤ
ッ
ト

EhNgw
刊
百
三
)
の
場
合
は
こ
れ
が
地
券
更
新
の
際
の
条
件
と
ま
で
さ
れ
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
地
主
は
こ
の
率
を
超
え
る
地
代
の
引
き

(
l
)
 

上
げ
を
、
法
的
に
は
禁
止
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
規
定
は
一
応
は
農
民
借
地
権
の
保
護
を
意
図
し
て
お
り
、
そ
れ
に
地
租
の
究
極
の
負
担
者
で
あ
る
農
民
の
疲
弊
を
防
ぐ
上
か

ら
必
要
な
措
置
と
考
え
ら
れ
た
が
、
し
か
し
立
法
の
内
容
は
現
実
の
諸
関
係
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
空
文
化
を
運
命
づ

北
大
文
学
部
紀
要



コ
i
ン
ウ
ォ
ワ
ス
u
シ
ス
テ
ム
批
判
払
織
の
形
成

け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
、
す
な
わ
ち
第

に
、
法
文
は
地
主
と
農
民
と
の
一

つ
の
摺
級
を
認
識
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
農
民
は
決
し
て

の
借
地
入
替
を
構
成
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
に
さ
ら
に
寄
生
地
主
的
賠
岡
崎
か
ら
農
業
労
繍
者
的
階
層
ま
で
の
分
化
が
み

一
‘
借
地
入
L

揺
瓦
隠
の
矛
活
に
対
し
て
は
、
ま
っ
た
く
不
用
意
で
あ
っ

一
に
地
券
授
受
は
、
後
代
の
記
鰻
か
ら
も
判
判
明
す
る
ご
と
く
、
一
定
の
地
理
的
・
農
業
技
能
的
条
件
会
具
え
た
地
片
に
つ
い
て
、
あ

る
い
は
、
ザ
ミ
j
ン
ダ

i
ル
と
て
ス
ク
!
リ
!
日
夕
ア
ル
ク
ダ

l
ル
・
ガ
チ
ダ
ー
ん
な
、
ど
と
の
捕
に
関
前
約
に
、
行
な
わ
れ
た
の
み
で
あ
っ
て
、

慨
し
て
地
券
授
受
の
慣
行
は
存
在
せ
ず
、
為
っ
て
も
そ
れ
は
地
主
と
農
民
の
集
合
体
と
の
間
の
莫
然
た
る
と
り
き
め
以
上
の
も
の
で
は
な

{
3〉

か
っ
た
。
つ
ま
り
地
券
発
給
は
夜
米
の
法
統
領
行
に
な
ど
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
「
既
存
の
パ
ル
ガ
ナ
の
家
い
は
…
七
八

O

〈

4
)

年
内
に
は
誠
に
、
地
代
額
の
決
窓
規
準
・
か
い
し
て
は
沼
減
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
立
法
は
い
わ
ば
架
空
の
規
準
に
依
拠

し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
ミ
パ
ル
ガ
ナ
の
率
」
は
条
令
上
の
公
準
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
爽
態
を
組
問
査
し
て
明
文
化
し
裁
判
所
に
記
録
と

し
て
保
管
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
地
主
の
地
代
徴
収
壌
は
農
民
が
地
券
を
受
鎖
す
る
と
否
と
に
拘
り
な
く
保
霞
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
点
で
も
地
券
授
受
規
定
は
パ
い
わ
ゆ
る
ザ
ル
法
に
ひ
と
し
か
っ
た
。

不
備
な
地
券
授
受
規
定
と
併
仔
し
て
、
他
方
で
は
、
地
代
滞
納
者
の
動
産
を
地
支
が
表
抑
え
、
裁
判
所
を
介
し
て
競
売
に
付
し
、
そ
の

ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
法
律
上
の
地
主
・
借
地
人
関
係
調
整
は
、

た

~ 10 ~ 

売
上
金
を
も
っ
て
諦
総
額
の
弁
済
に
あ
て
る
ご
と
が
行
な
わ
れ
た
G

こ
れ
は

七
九
一
一
年
に
制
窓
主
れ
た
後
、
九
三
年
の
条
令

九
九
年
の
条
令
七
号
(
い
わ
ゆ
る
荷
役
塁
手
小
言
奇
同
ご
と
に
う
け
つ
が
れ
強
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
借
地
人
と
な
っ
た
マ
ズ
ク

l

リ
!
日
夕
ア
ル
ク
ダ
i
ル
、
農
民
、
下
綾
請
負
人
が
地
代
を
滞
納
す
れ
ば
、
地
主
お
よ
び
そ
の
譜
負
人
は
滞
納
額
の
範
間
内
で
、
滞
納
者
の
穀

物
、
そ
の
他
の
農
作
物
、
家
畜
、
そ
の
他
の
私
物
(
農
呉
、
種
子
、
農
耕
沼
役
蓄
は
地
に
有
体
物
が
あ
れ
ば
除
外
さ
れ
る
)
を
、
裁
判
所

へ
の
ふ
呈
郎
通
報
な
し
に
義
抑
え
る
ご
と
が
で
き
、
第
一
抑
え
さ
れ
た
物
品
は
蒋
納
額
会
完
納
ぜ
、

γ
、
ま
た
は
そ
の
た
め
の
探
証
人
が
立
て
ら
れ
な



(FO} 

い
限
り
、
差
抑
え
の
日
か
ら
五
日
な
い
し
八
日
以
内
に
カ

l
ジ
l
(
A
E円
)
ま
た
は
地
方
民
事
裁
判
所
(
ミ
ミ

2
2
~
ロ
言
。
ミ
メ
E
E
6
の
イ
ン

ノ
ン
ョ
ナ
l

ド
人
訴
訟
事
務
官
〔
Z
2
2
仰
の

o
g
E
2
5
ロ日

o
h
r
ω
Z
E
Z
)
の
子
で
、
パ
ル
ガ
ナ
の
庁
舎
に
お
い
て
競
売
に
付
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
た
。

一
七
九
九
年
の
条
令
七
号
は
、
と
の
差
抑
権
を
「
地
主
に
よ
っ
て
権
限
を
与
え
ら
れ
た
代
理
人
」
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
、
差
抑

人
は
滞
納
者
に
逃
亡
の
倶
れ
あ
り
と
判
断
し
た
場
合
、
裁
判
所
に
対
し
て
そ
の
拘
禁
を
請
求
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
、
警
察
官
の
差
抑

え
へ
の
協
力
を
定
め
た
こ
と
、
滞
納
者
が
差
抑
え
に
関
し
て
起
こ
す
訴
訟
に
制
限
を
加
え
、
地
主
方
に
属
す
る
者
を
原
告
側
証
人
と
し
て

出
廷
さ
せ
る
こ
と
が
事
実
上
不
可
能
に
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
要
償
額
五

O
ル
ピ

l
以
内
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
人
訴
訟
事
務
官

(7) 

を
そ
の
裁
判
官
と
す
る
こ
と
、
を
追
加
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
名
、
だ
た
る
悪
法
と
し
て
後
々
ま
で
札
弾
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

(
8
)
 

で
あ
る
c

」
れ
ら
の
条
令
に
お
い
て
差
抑
物
件
の
売
却
人
と
さ
れ
、

-11-

一
定
範
囲
内
で
差
抑
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
裁
判
官
と
も
さ
れ
た
イ
ン
ド
人
訴
訟

事
務
官
に
つ
い
て
は
、
一
七
九
三
年
条
令
四

O
号
第
五
条
第
一
二
項
が
そ
の
任
用
資
格
を
、
「
土
地
所
有
者
(
古

O
E
E
O
z
-
-
2
L
2
2
z
z
m
)、

主
任
請
負
人
、
タ
フ
シ
l
ル
ダ

l
ル
(
吋
主
包
記
号
)
サ
ザ
l
ワ
ル

(
2
2昔
、
。
ど
等
、
後
見
庁
(
の

o
E
2『
当
日
仏
)
の
下
に
あ
る
土
地
財
産
の
管
理
人
、

コミ、
y
ン
ョ
牛
J
1
1

下
級
請
負
人
、
そ
の
他
の
下
級
税
吏
、
別
個
の
事
務
官
を
も
つ
の
に
充
分
な
ひ
ろ
さ
の
町
や
市
場
地
な
ど
の
信
頼
す
べ
き
住
民
、
か
な
り

大
き
な
ア
ル
タ
ム
ガ
、
(
ミ
芯
S
S
E
)
、
ジ
ャ

l
ギ
l
ル

(
』
忍
守
)
の
所
有
者
、
か
れ
ら
が
任
命
し
た
管
理
人
、
二
十
四
パ
ル
ガ
ナ
に
つ
い
て

は
カ
ル
カ
ッ
タ
の
カ

i
ジ
1

、
地
方
民
事
裁
判
所
所
在
地
の
町
の
カ

l
ジ
l
、
今
ァ
ッ
サ
ル

(
S
=
E
Zミ
)
の
カ

l
ジ
l
」
と
定
め
て

い
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
ザ
ミ

l
ン
ダ
|
ル
そ
の
他
の
旧
来
の
土
地
領
有
者
階
級
、
か
れ
ら
と
共
通
の
利
害
関
係
を
も
っ
商
人
・
高
利
貸

の
階
級
、
旧
ム
ス
リ
ム
国
家
の
法
官
な
ど
に
、
地
代
滞
納
農
民
の
動
産
の
差
抑
・
競
売
と
差
抑
を
め
ぐ
る
訴
訟
処
理
の
一
切
の
権
限
が
集

中
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
す
べ
て
の
地
主
が
訴
訟
事
務
官
で
は
あ
り
得
、
ず
、
一
件
に
つ
い
て
一
人
格
が
三
つ
の
権
限
を
行
使
す

北
大
文
学
部
紀
要



コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
日
シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

る
こ
と
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
こ
れ
が
総
体
と
し
て
農
民
層
に
対
し
て
ど
う
い
う
作
用
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
は
、
想
像
に
難
く
な

(9) 

い
。
一
七
九
九
年
条
令
七
号
に
対
し
て
は
、
ベ
イ
デ
ン
H

パ
ウ
ェ
ル
す
ら
が
憤
怒
を
表
明
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

地
券
授
受
規
定
に
お
け
る
農
民
保
護
策
の
虚
構
性
は
、
在
地
支
配
階
級
の
権
力
を
強
化
す
る
滞
納
者
収
奪
規
定
に
よ
っ
て
増
強
さ
れ
た
。

(
日
)

税
収
確
保
と
在
地
支
配
階
級
の
植
民
地
支
配
機
構
へ
の
繋
縛
と
こ
そ
が
、
至
上
命
令
で
あ
っ
た
。

〔詰〕(1
)
規
定
の
詳
細
は
、
]
開
-
c
o
r
r
o
o
r
o
(
三
)
・
ロ
M
明
。
臼
円
。
ご
r
o
月

m
四
回
E
C
0
2

ω
ロ
品
「
ω
Z
T
何
回
日
目
ι
『
可
同
r
m
G
Oぐ
0
2
2
c
m
ロ
2
巳
戸
口
の
o
c
ロ
E
-
h
O
同
岳
町
の
=
ニ

の
O
〈
日
目
E
m
口
問
o
h
"
r
m
叶

O
H
口
同
0
2
m
ω
ロ
ロ
ι
日
同
r
o
七
日
E
ι
。
ロ
n
〕
、
。
『
回
。
ョ
国
巳
u
d
E
}
-

y
n
巳
2
2
P
H白
D
Y
官
官
凶
甲
山
凶
由
回
二
主
∞
お
Y
ま
み
ー
さ
D
u
s
c
l
u
N
U
U
]
-

z
-
Z
ω
ロ
ロ
明
g
p
〉
口
問
-
o
E
m
L
E
J
、
〉
ロ
m
w
J
2
ω
O
『
同
r
o
「
ω
宅
問
ω
ロ
ι
河
内
町
山
巳
E
5
ロ
臼

O
H
E
n
n
o
ι
r
〕
、
子
。
。
。
〈
0
3
2
C
2
H
O
E
-
5
の
。
¢
ヨ
E
f
〈
o
-
Y
の
t
n
c
R
F
H
∞
H
Y

3
'
ま
∞
主
ケ
に
散
見
す
る
。
概
要
の
説
明
は
例
え
ば
、
四
国
国
主
2
勺
odsm=.

J

「
r
o
「
ω
ロ
ι
l
印
〕
E
日
習
m
w
O
『
回
ロ
ロ
m
r
H
ロ
ι
H
P
，
、
。
一
-
r
「
o
ロ
ι
o
p
H
∞
由
?
?
。
一
白
山
〉
i
c
・
0
z
r
m
w

〉
回
口
問
『
印
r
E
n
r
o
司
同
}
日
「
ω
ロ
ι
・
印
可
m
Z自
m
o
h
回
。
ロ
聞
と
m
w
ロ
ι
回
M
r
ω
r
の
巳
n
=
"
.

5
5
ミ
・
ロ
ロ
l
ロ
ど
戸
円
・
玄
。
。
r
2
0
0
・
O
R
4
2
3
E
四
F
E
Z
E
o
q

z
ι
E
E
p
z
p
n
m
-
n
E
m
u
z
z
-
ミ
・

2
1
8・
で
も
あ
る
程
度
わ
か
る
。

(
2
)
階
層
分
化
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
ナ

i
レ
ン
ド
ラ
"
ク
リ
シ
ュ
ナ
H
シ
ン
ハ

氏
は
上
級
農
民
、
下
級
農
民
、
分
益
小
作
農
(
&
と
守
)
、
村
落
労
働
者
を
区
別
す

る
(
Z
-
同
・
凹
E
r
F
4
r
m
開
2
5
5
n
Z
E
g
q
o
『
回
。
ロ
明
丘
町
H
O
E
m
u
-
2
m
3
2

任
命

2
5
3
0
E
F尚早
Z
E
r
g
-
-
Y
の
主
2
2
P
5
3
・
3
・
】
W
H
I
E
F
参
照
)
。

ピ
ハ
l
ル
州
の
み
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
四
「
十
九
世
紀
初
期
の
ピ
ハ
l
ル
州
に
お

け
る
幻
ω
J
3
"
の
階
層
構
成
l
F
・
プ
キ
ャ
ナ
ン
報
告
の
研
究
一
」
(
「
北
大
文

学
部
紀
要
」
二
一
了
二
を
参
照
。

(
3
)
拙
稿
五
「
十
九
世
紀
初
期
の
ピ
ハ

i
ル
州
に
お
け
る
地
代
と
農
民
の
土
地
保

有
と
に
つ
い
て
F
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
報
告
の
研
究
一
ご
(
同
一
四
|
一
乙
第
三
節

参
照
。
な
お
上
掲
所
で
私
は
、
従
来
の
地
券
授
受
規
定
空
文
化
に
対
す
る
農
民
の

法
意
識
面
か
ら
の
解
釈
に
対
し
て
経
済
制
度
の
面
か
ら
別
の
照
明
を
あ
て
た
が
、

植
民
地
化
以
前
の
農
制
を
完
全
に
理
解
す
る
の
に
は
ま
た
不
充
分
で
あ
る
。
開
発

に
よ
る
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
リ
l
に
お
け
る
ザ
ミ
I
ン
ダ
l
ル
と
ラ
イ
!
ヤ
y
ト
と
の

関
係
を
、
土
地
・
生
産
諸
手
段
の
配
分
、
潅
減
・
排
水
施
設
の
建
設
・
運
営
、
そ
れ

ら
の
物
件
に
対
す
る
権
利
の
相
続
様
式
・
祭
紀
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
歴

つμ
唱
目
ム

史
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

(
4
)
拙
稿
一
「
十
八
世
紀
後
期
に
お
け
る
べ
ン
ガ
ル
地
方
の
農
民
層
(
問
主
主
同
)



に
つ
い
て
」
(
「
史
学
雑
誌
」
六
八
|
一

O
)
第
四
節
、
同
六
円
植
民
地
支
配
成

立
期
に
お
け
る
イ
ン
ド
農
村
社
会
の
一
動
向
プ
ル
ニ
ヤ
県
の
富
農
層
に
つ
い
て

の
覚
量
目
」
(
「
北
大
文
学
部
紀
要
」
一
五
|
二
)
第
一
二
節
、
・
参
照
。

(
5
)
「
。
ハ
ル
ガ
ナ
の
率
」
は
本
来
弾
力
的
で
あ
り
可
変
的
で
あ
る
こ
と
が
、
回

国
・
回
立
2
M
U
O
ヨ
ω
ニ
・
呂
2
F
Z
-
-
r
芸
品
N
O
I
l
m
包
・
に
力
説
さ
れ
て
い
る
。

(
6
)
ナ
ワ
l
プ
政
権
時
代
に
は
首
都
ム
ル
シ
ダ
l
パ
l
ド
に
総
力
l
ジ
l
s
。
去

三
さ
L
Z
)
が
世
襲
職
と
し
て
お
か
れ
、
各
地
方
に
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
l
ジ
ー
が

あ
っ
て
、
一
種
の
組
織
網
を
形
成
し
、
ム
ス
リ
ム
住
民
間
の
民
事
裁
判
、
全
住
民
に

対
す
る
刑
事
裁
判
を
行
な
っ
た
。
東
イ
ン
ド
会
社
は
か
れ
ら
を
植
民
地
政
府
の
裁

判
所
の
職
員
と
し
て
登
用
し
た
。
(
最
近
の
研
究
と
し
て
、
〉

-
n・

2

〉
ι
百
回
E
Z
E
ロ
O
ロ
O
『
]
ロ
ω
ロ
n
o
c宝仙
OH
同

r
m
同
ω
闘
"
-
ロ
品
回
"
の
。
ョ
日
M
E
4
5
回
O
H
d
m
m
w
f

回
F
2
2
ι
0
2
2
・
回
O
自
『
降
下

p
p・
-
回
目
N
・
3
・
N
H
l
M
Y
S
W
Z
・
ζ
ω
」

g
ヨ
含
♂

]
5
2
2
E
L
閉

u
o
r
n
m
5
回
2
阻
止
・
コ
m
u
-
-吐
出

Y
〉
的
E
々
。
『
岳
町
z
z
g
E

E
U
R
E
P
P
-
2
5
・
3
・
お
主
L叫

P
H
H
D
I
l
-
-
r
H
主
唱
N
N
∞i
M
M
U
L
E

N
S
-
包
0

・凶

2
・
参
照
。
)

北
大
文
学
部
紀
要

(
7
)
以
上
諸
条
令
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ア
開
・
の
o
r
r
H
S
Z
(
え
)
・
昌
2
F
z
-
-

P
唱
団
U
U
凶
l
E
H
D
H
U
]
・
同
-
Z
2
5明
Z
P
8
2
H
W
E
-
-
Y
官
官
・
巴
ふ
j
u
s
-
参
照
。

梗
概
の
説
明
は
、
回
・
出
・
切
立
2
七
0
5
=
・
。
百
三
時
J
S
一
了
官
官
・
由
凶
凶
1
1
3
罰
則
〉

-n-

P

F

喜

E
ア
官
官
-
H
N
。
l
H
M
曲
噂
刃
・
円
・
ζ
o
o
r
o占
m
p
昌
三
F
3
・
s
i
s
-
参
照
。

(
8
)
こ
の
問
題
と
関
連
し
て
、
ロ
メ
シ
ュ
H

チ
ャ
ン
ド
ラ
H

ダ
ッ
ト
が
ザ
ミ
l
ン

ダ
l
リ
l
制
下
の
農
民
の
問
題
を
看
過
し
て
い
る
こ
と
を
、
注
意
し
て
お
き
た
い
。

(
9
)
回
・
出
・
回
ω
ι
2
1
3
4
高
=
・
。
百
三
F
E
-
-
Y
唱
色
。

(
叩
)
一
七
九
九
年
条
令
七
号
が
、
地
租
を
滞
納
し
た
地
主
の
土
地
の
収
公
競
売
が

増
大
し
た
こ
と
に
対
し
、
地
代
の
地
代
徴
収
権
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

租
収
納
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
古
く
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
当
-
円
ヨ
5
5明日

(
m
k
・
)
・
4
吉
岡
町
何
回
子
刻
。
司
O
良
中
。
自
任
。
切
己
m
2

0
0
由
自
=
"
。
。
。
h
"
r
o
z
o
c
m
m
o
引
の
o
g
自
。
H
d
P
E
n
-
-
H
∞
H
N
・
の
巴
n
E
Z
・
H
申

H
Y
司
-

H
H
H
U
出
・
国
・
り
o
n
目
当
、
巴
-
(
ぬ
門
戸
)
・
↓
「
仰
の
ω
自
『
ヨ
ι
凹

o
z
z
g
q
o
『
r
n
r
p
〈

o
-
-
Y

回
目
E
r
F
L
E
E
S
-
Z
お
い
え
z
b
g
同
弓
之
主
b
t
r
・
-
U
3
・
司
・
3
m
-

参
照
。

qtυ 

司
自
由
晶



コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
日
シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

一
七
九
九
年
条
令
七
号
の
実
施
の
状
況

地
代
滞
納
者
か
ら
の
動
産
収
奪
の
公
認
が
、
農
民
層
に
も
た
ら
し
た
影
響
は
容
易
に
想
像
で
き
る
と
は
い
え
、
這
般
の
事
情
を
具
体
的

に
伝
え
る
史
料
は
、
意
外
に
も
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
一
八
一
一
年
六
月
七
日
付
ベ
ン
ガ
ル
政

庁
税
務
局
発
各
県
収
税
官
あ
て
の
回
状
に
対
す
る
回
答
二
十
四
通
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
知
ら
れ
る
所
も
極
め
て
断
片
的
な

も
の
で
し
か
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
で
述
べ
た
如
き
視
角
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
植
民
地
政
策
転
換
の
意
味
を
探
ろ

い
か
に
零
細
な
記
録
と
い
え
ど
も
少
く
と
も
全
体
像
構
成
へ
の
て
が
か
り
と
し
て
は
そ
れ
ら
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い

う
と
す
る
限
り
、

の
で
あ
る
。

- 14 -

(
2
)
 

上
記
回
状
の
質
問
事
項
の
第
一
は
、
地
主
そ
の
他
の
差
抑
権
乱
用
に
よ
る
農
民
へ
の
圧
迫
の
実
態
如
何
で
あ
っ
た
が
、
ご
の
点
に
つ
い(3
)
 

て
は
、
ム
ル
シ
ダ

l
パ
!
ド
と
ヒ
ジ
ュ
リ
!
と
を
別
と
す
れ
ば
、
各
県
収
税
官
は
農
民
に
対
す
る
圧
迫
の
事
実
を
ほ
ぼ
一
様
に
認
め
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
報
告
の
う
ち
特
に
具
体
的
な
内
容
を
も
つ
も
の
に
即
し
て
、
差
抑
権
発
動
の
状
況
を
み
る
な
ら
ば
、
事
態
の
も
つ
次
の
よ
う

な
側
面
が
殊
に
へ
注
意
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
は
、
差
抑
権
を
横
粁
と
す
る
地
主
な
ど
に
よ
る
農
民
収
奪
の
う
ち
、
殊
に
富
裕
な
農
民
層
の
収
奪
が
、
二
、
一
二
の
収
税
官
の
注
目

を
ひ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
ビ
ハ

l
ル
州
パ
ウ
グ
ル
プ
ル
県
収
税
官
は
、
滞
納
者
資
産
の
差
抑
・
売
却
が
、
ザ
ミ

l
シ
ダ

l
ル

の
か
れ
ら
に
対
す
る
「
敵
意
の
媒
体
L

と
な
る
と
い
い
、
あ
る
土
地
を
一
定
額
の
地
代
支
払
い
を
条
件
に
耕
作
す
る
こ
と
を
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
と
契
約
し
た
「
資
産
あ
る
農
民
」
が
、
そ
の
土
地
が
労
力
と
支
出
と
に
み
あ
う
生
産
量
を
あ
げ
な
い
と
知
っ
て
耕
作
を
放
棄
す
る
と
、



(
4
}
 

か
れ
の
黙
藤
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
ザ
ミ

i
ン
ダ

l
ル
の
抑
を
受
け
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
チ
ッ
ダ
ブ
ン

(
5
)
 

刃吉伸〉
L

か
ら
の
叫
財
産
の
収
奪
が
、
差
抑
権
の
発
動
を
過
し
て
わ
こ
な
わ
れ
た
、
と
い
う
。
ナ
デ
f
ア
県
収
税
宮
は
か
れ
が
傭
っ
て
い
た
鍛

冶
工
の
訴
え
と
し
て
、
請
負
人
が
鍛
治
工
の
所
有
す
る
牛
四
七
頭
と
学
二
五
鎮
の
ほ
か
か
れ
の
兄
弟
の
所
有
す
る
整
を
も
没
収
し
た
倒
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
難
治
工
の
所
有
し
た
役
審
の
額
数
と
、
か
れ
の
兄
弟
が
請
負
人
と
の
簡
で
湾
岸
の
新
田
開
発
に
か
ん
す
る
契

約
を
し
て
い
る
所
と
か
ら
み
て
、
か
れ
ら
が
議
裕
な
階
層
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
の

J
a
r
z
gた
ま
た
は
ぶ
芥

「
出
家
の
農
民

(
O
広

と
形
容
さ
れ
る
民
層
が
、
前
世
紀
以
来
あ
る
程
度
の
富
を
蓄
積
し
て
き
た
、
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
農
村
社
会
内
部
に
お
い
て
政
治

的
な
権
力
を
も
掌
握
し
て
き
た
摺
層
を
な
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
詞
面
の
意
味
に
お
い
て
地
主
・
講
負
入
の
収
容
・
攻
撃
の
目
標
と
な
っ

(
7〉

た
、
と
い
う
こ
と
は
一
毅
的
に
結
論
し
て
差
支
え
あ
る
ま
い
っ
そ
し
て
ま
た
、
議
抑
権
発
動
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
、
特
に
謀
総
な
層
に

決
し
て
隈
ん
恋
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
農
民
闘
機
一
般
に
波
及
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、

に
想
定
さ
れ
て
よ
い
。

一
に
は
、
業
抑
え
ら
れ
た
農
民
の
動
産
の
た
と
え
全
部
で
は
な
い
に
し
て
も
か
な
り
の
部
分
が
、
地
主
・
靖
負
人
、
土
民
訴
訟
事
務

官
、
ま
た
は
か
れ
ら
と
は
な
ん
ら
か
の
関
係
を
も
っ
人
々
の
手
に
、
競
売
を
通
し
て
移
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
重
姿
で
あ
る
。
た
と
え
ば
前

掲
の
パ
ウ
グ
ル
プ
ル
沼
市
収
説
官
の
田
容
で
は
、
農
畏
の
役
斎
が
美
持
・
競
売
に
付
さ
れ
る
点
が
護
措
枕
さ
れ
て
お
り
、
「
そ
の
不
幸
考
人
間

{
滞
納
者
〉
が
一
二
、
四
一
験
以
上
は
お
そ
ら
く
所
有
し
な
い
の
に
、
一
頭
六
、
七
、
な
い
し
八
ル
ピ

i
Lず
る
水
牛
や
去
勢
し
た
牡
牛
が
、
一

ル
ピ

i
あ
る
い
は
八
ア
!
ナ
(
学
ル
ピ

i
)
で
、
土
民
の
庁
舎
に
お
い
て
売
却
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
こ
の
謹
抑
物
件
を
地
主
や

〈

8
}

土
民
訴
訟
挙
務
震
自
ら
が
、
仮
空
名
義
?
購
入
し
て
私
用
に
供
す
る
、
と
断
言
し
て
い
る
。
前
掲
の
ナ
デ
イ
ア
日
常
の
僚
で
も
家
膏
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
呉
体
的
な
詑
述
は
頗
る
乏
し
い
が
、
一
般
的
な
事
情
と
し
て
地
主
と
カ

l
ジ
1
・
土
民
訴
訟
事
務
繋
が
結
路
し
て
農
民

{
9
)
 

収
奪
を
日
行
な
っ
て
い
る
ご
と
や
、
差
抑
物
件
の
買
い
叩
き
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
他
の
収
税
官
も
確
認
し
て
い
る
。

北
大
文
学
部
紀
婆

R
d
 

τ
A
 



コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス

u
シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

差
抑
規
定
実
施
の
全
容
は
零
細
な
史
料
か
ら
し
て
は
充
分
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
断
片
的
な
記
載
の
範
囲
か
ら
で
も
な
お
、

わ
れ
わ
れ
は
、
農
民
層
が
基
本
的
な
労
働
手
段
を
奪
わ
れ
、
そ
の
労
働
手
段
は
、
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
そ
の
他
の
植
民
地
体
制
に
寄
生
し
こ
れ

に
庇
護
さ
れ
る
支
配
層
の
下
に
集
積
さ
れ
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
農
村
社
会
内
部
に
お
い
て
所
有
日
生
産
関
係
・
噌

級
関
係
の
一
定
の
変
動
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

わ
れ
わ
れ
は
上
記
の
零
細
か
つ
断
片
的
な

(
日
)

記
録
を
通
し
て
、
植
民
地
体
制
下
に
お
け
る
社
会
構
成
の
変
動
を
大
筋
と
し
て
は
見
透
し
う
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
状
況
へ
の
農
民
層
の
対
応
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
今
の
所
こ
れ
を
詳
し
く
知
る
た
め
の
史
料
を
も
た
な
い
。

七
七
0
年
代
以
後
の
農
民
層
の
闘
争
の
一
般
的
な
形
態
と
し
て
は
、
穏
田
耕
作
、
逃
散
、
請
願
、
流
賊
化
、

が
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
形
態
の
闘
争
が
試
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
ご
と
、
し
か
も
そ
れ
は
か
な
り
散
発
的
な
も
の

(
日
)

で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
を
、
推
察
し
う
る
に
と
ど
ま
る
。

〔註〕(1
)
的
巳

0
2
5ロ
oh
℃

2
z
z
p
o自
同

ro
河
町
内

O吋
ιω

巳
子
。
同
州
WE--ロ
nrmwzocm0・

2
-
E岡
田
明

E
子
市
幻

Oぐ
E
E
P
ヮ
o
-
H
n
m
w
E
L
の
E
ニ
ωロ
ι
のロ
Egmw]]cm
ロ
n
p
cロ
ι
2

"
z
n
2
3
ミ
-
m
C
O
Z
E
Zロ
Z
E
F
E
g
g
-
-
Y
「
g
t
p
H
∞N0
・ミ・
M
M
D
l

N
3
(
以
下
回
古
-
w
r

と
略
記
す
る
。
)

(
2
)
印

-mu--r日
u

・M
M
0
・

(
3
)
「
oロ
2
p
o
自}・「
ω
5
n
。=
O
R
2
0『

7A00吋
m
r
z
ω
E
P
E
Z
L
叶印
o
y
・5
=

(印・可
J

r
』
-

M
凶

M

・)U

「0
2
2
p
o
自
の
・
刀
の
E
自自主
5
・の。
=
o
n
E
H
o
h
Z
H
n日開巴
m
p

r
z
L
N
H
・印
4
P
Z
H
H
(
臼
・
ァ
-
r
司

-NUU)
・
こ
の
両
県
の
収
税
官
は
差
抑
権
乱

一
撲
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る

po 
噌
1
ム

用
を
少
く
と
も
一
般
的
事
態
と
は
み
て
い
な
い
。
多
く
の
収
税
官
の
報
告
内
容
は
、

事
態
を
莫
然
と
し
か
伝
え
ず
、
政
策
論
議
に
む
し
ろ
熱
心
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
以

下
の
引
用
が
示
す
よ
う
な
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
の
下
で
の
収
税
官
の
あ

り
方
を
、
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

土
地
所
有
者
た
ち
が
か
れ
ら
に
付
与
さ
れ
た
権
力
の
下
で
行
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
権
利
乱
用
と
、
農
民
た
ち
が
経
験
し
て
い
る
圧
迫
と
に
つ
い
て

は
、
私
に
は
意
見
具
申
の
資
格
が
な
い
と
考
え
ま
す
。
私
は
本
署

(
:
r

2
2
M
g

県
中
央
の
収
税
宮
常
駐
署
)
で
す
っ
か
り
時
間
を
と
ら
れ
ま
す
の



で
、
燥
の
内
総
を
訪
れ
る
機
会
が
な
く
、
私
の
隣
国
抑
棟
滋
は
そ
の
拙
胸
部
米
地
主
た
ち

か
ら
山
山
る
も
の
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
相
内
か
交
渉
が
ゐ
る
の
は
地
主
た
ち
と

だ
け
で
、
こ
の
閥
緩
に
つ
い
て
は
か
れ
ら
か
ち
迷
絡
が
あ
っ
て
も
、
私
は
む
ろ

ん
得
隠
で
き
な
か
っ
た
唱
に
し
よ
う
。
も
し
本
当
に
圧
迫
や
機
約
乱
用
が
存
在
す

る
な
ち
、
被
家
者
は
必
ず
談
判
所
に
救
府
関
を
求
め
る
は
、
す
で
す
。
だ
か
ら
私
が

思
う
に
は
、
持
制
判
官
寺
ら
や
は
こ
の
件
に
つ
い
て
繍
間
報
を
捻
供
す
る
こ
と
が
い
ち

ば
ん
よ
く
で
き
る
で
し
ょ
う
え

F
2
2
P。明
a
v
g
-
Y
A
2
2
5人リ三一
2
5
0司

ω
o
Z♂
ハ
凶
器
包
伊
り

2
・
H明
HH
・的
-mu--r
唱・

N今回・〉

〈

4
)
「
a
w
z
z
r
o西
唱

J
Z俗
語
口

g
p
o
o
Z
2内
買
え
邸
叩
嘉
兵
三
日
u
o
z
L旬耐え

u
h
防予

戸
田

HM場
古
前
司
内
側
.
、

Mrly
凹

-m》
よ
ど
日

u-MMM-

(
5
)
「
2
Z
H
F
O言
。
・

2
z
r
Z明Z
Y
Z
F
ゎ
1
r
2
2
。明

n
r
z
g柄。ロ
?
A
U芸
品

MM-

〉
ロ
加
‘

Z
H
Y
B芸
J
h
f
m
u
・
℃
・
"
「
司

N
N
F
a
o応
酬
N
3へ
は
お
そ
ら
く
窓
札
吋
苦
吋

始、争回吋

vaの
訳
刊
誌
聞
で
あ
ろ
う
。

{
6
)
r
g
z
m
g懇
話

〉

g
m
z
a・
0
1
r
2
2
0
m
χ
ζ
2・
念
日
ι
ζ

・
山
口
F

H悼
戸

MW
百ミ
p

y
的
-
H
y
w
r
?
N
H
F
ご
こ
件
、
は
兄
姉
期
が
そ
れ
ぞ
れ
鍛
冷
戦
と
幾
緋

と
に
就
き
、
一
方
が
他
方
に
後
官
討
を
援
品
供
し
て
い
た
ら
し
い
注
目
す
べ
き
務
例
が

関
見
出
さ
れ
る
。

{
7
)
骨
繭
織
な
農
村
翁
導
翁
た
る
農
隊
内
層
の
爽
慾
に
つ
い
て
は
、
十
八
俊
紀
末
の
プ

ル
ニ
ヤ
問
時
に
か
ん
す
る
鎖
措
間
六
の
ほ
か
は
、
論
ビ
た
も
の
が
な
い
。
偽
楠
地
方
の
叫
慨

にふ
i

九
後
紀
初
期
の
事
情
に
つ
い
て
は
巡
惨
な
が
ら
今
は
災
証
不
可
能
な
の
で
、

北
火
文
学
部
紀
繋

さ
し
あ
た
り
総
務
ム
ハ
の
考
え
方
を
齢
制
戸
付
し
て
回
用
い
て
お
く
。

な
わ
、
ダ
ッ
カ
田
市
か
ら
の
報
告
科
、
法
、
援
棚
押
緩
定
は
非
土
崎
地
保
有
者
か
ら
現
金
を
と

呼
た
て
る
際
の
脅
迫
手
段
と
し
て
も
、
利
用
さ
れ
た
と
い
う
(
「
2
2同
時
向
。
設
の
-

uovム
仰
〕

p
n己目仏
η
Z同
c
h
U脳陣
n
n
p
品
2
m
L
N
0・
Z
0
4・
z
v
H
Y
官
鈴
吟

P
A
M・
的
・
円
u-uww

官

制

料

品

w
・)。

(
8
)
C司
令

叫

叫

(

ふ

が

)
-
H
x
z
d
T
F
円
切
芯
刷
内
持

(
宮

)
r
z
g問

F
o
g
戸
叶
・
吋
3
2
5
m
M
O
Z
Z
Z
2
7品
応
急
m
E
r
h
y
g品
お
・

~
4
2・

円

油

田

H
Y
明

-
m
u
J
r
吋

weMM止
HVC
開
・
邸

U222P
〉

2
5柄
。
三
一
。
2
0同

c
h
m
d伽
mF州
wrvJ

ι
Eユ
少

〉

G
中
】
曲
四
円
、
位
、

P
M
r
臼

勺

'
F
M
Y
N
Kゆ
0・W
C宮
内
政
管
(
凶
)
切
妥
当

F
Hりゅ

的
e附
y
f
司
-
N
N
?

な
お
印
引
税
設
の
数
名
は
カ

1
ジ
i
や
之
氏
訴
訟
務
務
官
の
織

機
乱
般
を
後
認
し
て
い
幸
い
が
、
こ
れ
は
か
れ
ら
が
収
税
官
製
留
所
絡
で
な
い
た
め

?
あ
ろ
う
。

〈
閉
山
)
緩
災
地
以
磁
の
段
階
?
の
幾
臨
凶
器
曜
の
際
級
分
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
小
お

く
時
計
織
す
る
と
い
う
点
?
私
と
は
奨
な
る
が
、
こ
の
回
観
点
は

F
F
P
5
0
3
3也

記

U
3
5
2
0
ご
E
込
町
0
2
2ツ
回
生
5
5
3
w
者
同
?
さ
・
に
既

に
包
括
的
奇
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

〈

U
)
こ
の
時
期
の
イ
ン
ド
人
の
抵
絞
に
つ
い
て
は
、
タ
∞
-
m
い
官
三
宮
口
輔
の
H
d
H
日

5
J
5
2
2
1
5
5
て
吉
田
を
5

2

0

2

問
沼
会
(
ミ
T
Z
M叫
〉

b
S
F

H

抽
出
日
・
が
あ
る
が
、
八

0
0年
代
の
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ
!
ん
に
つ
い
て
は
格
創
出

の
世
間
及
が
辛
い
。
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コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
M

シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

四

状
況
の
認
識
と
解
決
策

一
七
九
九
年
条
令
七
号
の
実
施
が
も
た
ら
し
た
農
村
の
状
態
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
政
府
当
局
者
に
何
ら
か
の
対
策
の
検
討
を
迫
る
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
以
下
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
会
社
政
府
が
こ
の
課
題
を
終
始
行
政
的
次
元
に
お
け
る

案
件
と
し
て
の
み
把
握
し
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
農
業
政
策
、
農
民
政
策
の
問
題
と
し
て
は
遂
に
意
識
し
な
か
っ
た
こ
と

(1) 

で
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
会
社
政
府
に
は
独
立
の
農
政
担
当
機
関
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
、
お
い
て
も
イ
ン
ド
農
業
へ
の

(
2
)
 

関
心
は
な
い
に
等
し
か
っ
た
。
さ
ら
に
行
政
案
件
と
し
て
認
識
さ
れ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
を
最
初
に
提
起
す
る
の
は
地
租
徴
収
を
担
当
し

。。
噌

1
ム

て
い
た
収
税
官
で
は
な
く
て
、
差
抑
・
競
売
に
伴
う
訴
訟
の
件
数
増
や
、
あ
る
い
は
農
民
の
貧
困
化
を
原
因
と
す
る
犯
罪
件
数
の
増
加
か
ら

事
務
過
重
と
な
っ
た
裁
判
所
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
記
憶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
収
税
官
は
そ
の
業
務
を
通
し
て
農
村
社
会
と
一
定
の

接
触
を
も
た
な
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
実
情
は
前
節
註

(
3
)
に
典
型
的
に
示
さ
れ
た
如
く
で
あ
っ
て
、
収
税
官
は
官
署
の
イ
ン

ド
人
下
級
吏
員
や
地
主
層
と
の
接
触
に
よ
る
ほ
か
は
農
村
社
会
と
没
交
渉
で
あ
り
、
い
わ
ば
民
情
探
知
の
機
能
を
ま
っ
た
く
欠
い
て
い
た

(
3
)
 

の
で
あ
る
。

さ
で
、
問
題
を
初
め
て
提
起
し
た
の
は
、
現
在
確
認
し
う
る
限
り
で
は
、

一
八

O
九
年
五
月
末
日
付
の
最
高
刑
事
裁
判
所
書
記
官
発
総

(
4
)
 

督
宛
書
簡
と
そ
の
基
礎
に
な
っ
た
カ
ル
カ
ッ
タ
巡
回
裁
判
所
上
級
判
事
の
報
告
と
で
あ
る
ら
し
い
が
、
こ
れ
ら
は
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
の

で
案
件
の
内
容
を
今
は
窺
い
が
た
い
。
た
だ
そ
の
一
斑
を
、
同
年
七
月
四
日
付
の
同
書
記
官
発
総
督
宛
書
簡
と
、
同
二
十
二
日
の
返
信
と

{
5
)
 

か
ら
惟
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
ナ
デ
イ
ア
県
判
事

(
y
p
m
E
E
Z
)

の
言
を
引
き
な
が
ら
、
差
抑
に
伴
う
弊
害
を
抑
制
す
る
た



め
に
は
、
差
抑
に
先
立
っ
て
簡
単
な
と
り
し
ら
パ
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
併
せ
て
地
主
そ
の
他
の
差
抑
権
に
一
定
の
制
限

(
6
)
 

を
設
け
る
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
総
督
府
参
事
会
に
お
い
て
地
代
滞
納
額
の
請
求
と
過
剰
徴
収
に
対
す
る
不
服
と

(
7
)
 

の
第
一
次
決
裁
権
を
収
税
官
に
付
与
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
、
旨
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
次
の
一
一
点
で
あ
る
。
第
一
は
こ
の
よ
う
な
提
言
や
検
討
が
、
裁
判
所
の
民
事
部
門
に
お
い
て
で
は
な
く
刑
事
部

門
に
お
い
て
、
そ
し
て
参
事
会
の
税
務
部
門
に
お
い
て
で
は
な
く
刑
事
司
法
部
門
に
お
い
て
、
行
な
わ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

(
8
)
 

ナ
デ
イ
ア
県
判
事
(
玄
よ
E
E
E
)
が
差
抑
権
乱
用
を
「
流
賊
事
件

(
ι
ω
2
3
)
過
発
の
部
分
的
原
因
」
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
、
ム
ル

シ
ダ

l
パ
i
ド
巡
回
裁
判
所
判
事
事
務
扱
J
-
M
・
リ

l
ス
も
、
差
抑
処
分
に
よ
る
農
民
の
貧
窮
が
、
か
れ
ら
を
し
て
生
活
資
料
獲
得
の

(
9
)
 

た
め
の
犯
罪
的
手
段
を
と
ら
し
め
る
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
差
抑
権
を
横
粁
と
す
る
過
度
の
収
奪
の
下
で

疲
弊
し
た
農
民
層
の
一
部
分
が
最
後
の
手
段
と
し
て
流
賊
化
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
れ
が
植
民
地
支
配
者
の
側
か
ら
刑
事
事
件

の
件
数
増
と
し
て
把
握
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
事
件
発
生
の
原
因
究
明
あ
る
い
は
裁
判
官
の
負
担
軽
減
措
置
の
検
討
が
企
て
ら
れ
た
の

(日)

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
質
的
に
は
植
民
地
政
府
の
土
地
政
策
、
租
税
政
策
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
農
村
社
会
の
内
部
的
構
成
の
変
動

Q
d
 

可
i

で
あ
る
も
の
が
、
治
安
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
不
充
分
な
が
ら
、

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
川
シ
ス
テ
ム
の
特
質

で
あ
る
税
務
と
司
法
と
の
分
離
に
対
す
る
修
正
の
要
求
が
、
地
代
関
係
訴
訟
の
第
一
次
決
裁
権
の
収
税
官
へ
の
移
譲
と
い
う
か
た
ち
で
、

現
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
行
政
機
構
の
改
革
が
ロ
ン
ド
ン
当
局
の
日
程
表
に
入
る
よ
り
十
年
も
前
の
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
提
言
の

現
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
極
め
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

税
務
担
当
部
門
の
問
題
と
し
て
一
七
九
九
年
条
令
七
号
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

(
日
)

一
八
一
一
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
前
に
言

及
し
た
税
務
局
か
ら
各
県
収
税
官
あ
て
の
回
状
に
は
、
実
状
照
会
の
ほ
か
に
地
主
の
差
抑
権
行
使
を
制
限
す
る
た
め
の
二
つ
の
対
策
が
示

北
大
文
学
部
紀
要



コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
日
シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

し
で
あ
っ
た
。
第
一
は
、
差
抑
処
分
執
行
に
先
立
っ
て
農
民
の
地
代
支
払
い
請
書
(
有
色
ミ
ミ
ミ
)
の
提
出
を
地
主
側
に
求
め
る
、
と
い
う

案
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
れ
ば
従
来
ば
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
地
券
と
請
書
と
の
授
受
交
換
を
促
進
し
、
農
民
の
借
地
権

を
保
護
す
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
希
望
的
な
予
測
が
付
記
さ
れ
て
い
た
。
第
二
は
、
差
抑
執
行
後
で
も
農
民
が
滞
納
額
清

算
の
保
証
を
裁
判
所
に
与
え
れ
ば
、
差
抑
を
解
除
し
、
滞
納
額
に
つ
い
て
両
当
事
者
が
争
う
場
合
は
収
税
官
に
付
託
し
て
速
決
す
る
、
と

(
ロ
)
(
日
)

い
う
案
で
あ
っ
た
。

各
県
収
税
官
は
こ
の
二
つ
の
案
に
対
し
交
々
に
賛
否
を
述
べ
、
あ
る
い
は
補
足
提
案
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
差
抑
権
そ
の
も
の
は
地
租

収
入
維
持
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
は
概
ね
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
を
前
提
し
た
上
で
農
民
に
対
す
る
過
度
の
圧
迫
を

緩
和
す
る
方
法
や
、
行
政
事
務
の
渋
滞
を
減
少
さ
せ
る
方
法
が
模
索
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
リ
ー
ス
判
事
の
よ
う
な
差
抑
権
そ
の
も
の

(
M
)
 

の
撤
廃
を
唱
え
る
意
見
は
、
収
税
官
の
聞
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
か
し
注
目
に
値
す
る
の
は
、
先
の
刑
事
裁
判
所
案
と
同
ビ
地
代
関
係
訴
訟
の
裁
判
権
の
収
税
官
へ
の
移
管
が
、
五
県
の
収
税
官
の
提

(
日
)

案
す
る
所
と
な
り
、
別
の
一
収
税
官
が
民
事
担
当
と
刑
事
担
当
と
の
兼
職
、
い
わ
ゆ
る
]
豆
明
。
H

玄白明
E
E
Z
制
の
分
離
を
建
言
し
た
こ

(
日
)

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
殊
に
前
者
は
行
政
権
と
司
法
権
と
の
分
離
を
建
前
と
す
る
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
の
修
正
を
要
求
し
た
も
の

(
げ
)

で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
ベ
ン
テ
イ
ン
ク
改
革
の
の
。
一
-020
円
H

玄
ω
吃臼

E
円
。
制
へ
の
伏
線
と
み
る
こ
と
が
で
き
な
く
は
な
い
が
、
か
れ
ら
の

ハU
内
ノ
“

発
言
は
ひ
た
す
ら
行
政
上
の
便
宜
主
義
か
ら
出
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
収
税
官
の
判
決
を
差
抑
執
行
の
要
件
と
す
れ
ば
農
民
に
対
す
る

圧
迫
が
緩
和
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
か
、
判
事
に
較
べ
て
時
間
の
余
裕
の
あ
る
収
税
官
に
は
裁
判
の
部
分
的
担
当
が
可
能
で
あ
る
と
か
、
農

民
の
出
廷
困
難
な
農
繁
期
を
避
け
て
農
閑
期
に
裁
判
を
行
な
う
方
が
能
率
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
収
税
官
に
し
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
と

か
が
、
上
記
提
案
の
論
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
留
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
修
正
案
の
根
拠
を
イ
ン
ド
の
古
制
に
求
め
る
論
理



ま
た
上
記
収
税
官
の
一
人
は
、

(
時
)

も
な
く
、
ベ
ン
サ
ム
流
の
司
法
手
続
の
簡
素
化
論
が
原
理
論
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

と
い
う
用
語
に
定
義
が
な
い
た
め
、
条
令
の
運

用
に
支
障
を
来
た
す
旨
を
指
摘
し
て
、
農
民
の
権
利
内
容
の
厳
密
な
規
定
、
二
足
の
金
額
よ
る
借
地
関
係
の
表
示
、
借
地
面
積
の
明
記
、

(
印
)

耕
種
の
自
由
撰
択
権
付
与
、
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。
さ
ら
に
も
う
一
人
の
収
税
官
は
、
い
わ
ゆ
る
「
既
存
の
パ
ル
ガ
ナ
の
規
則
」
の
維

持
は
所
有
権
の
法
理
と
矛
盾
す
る
こ
と
を
衝
い
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
の
安
易
な
前
提
、
つ
ま

り
イ
ギ
リ
ス
土
地
法
の
感
覚
を
も
っ
て
、
実
態
を
精
査
す
る
こ
と
な
く
人
口
を

E
Z
F
三

H
Sさ
ミ
号
と

5
5ロ
昨
日

H
『

a
d
aと
に
二
分

し
、
両
者
の
関
係
を
調
整
す
る
に
対
等
者
聞
の
自
由
な
契
約
と
司
法
裁
判
所
に
よ
る
物
権
保
護
の
観
念
を
も
っ
て
し
た
こ
と
へ
の
批
判
が
、

ザ

l
ミ
ン
ダ

l
リ
l
制
そ
の
も
の
を
否
定
は
し
な
い
が
、
そ
の
下
で
の
農
民
の
権
利
つ
ま
り
借
地
権
の
内
容
を
よ
り
明
確
化
す
る
、
と
い

一
七
九
三
年
の
諸
条
令
に
お
け
る
刀
三
円
高
円
号
室
内
)

う
か
た
ち
で
現
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
法
律
的
範
時
と
し
て
の
借
地
権
の
明
確
化
を
志
向
す
る
提
言
で
あ
り
、
む
し
ろ
後

の
小
作
立
法
へ
の
傾
斜
を
示
し
て
い
る
が
、
農
民
層
が
重
要
な
政
策
の
対
象
と
な
っ
て
き
て
い
る
点
は
見
逃
し
え
な
い
。
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〔註〕(l
)
政
府
機
関
と
し
て
の
農
政
担
当
部
門
設
置
は
、
州
政
府
段
階
で
は
一
八
八
四

年
以
後
で
あ
り
、
中
央
政
府
段
階
で
は
一
九

O
一
年
で
あ
る
。
政
府
任
命
の
農
業

調
査
委
員
会
は
、
一
八
八
九
年
の
ヴ
ォ
ウ
ル
カ

l
(
]・
〉
〈

o
o
r
Z同
)
委
員
会
以

前
に
は
な
い
。

(
2
)
東
イ
ン
ド
会
社
と
し
て
は
棉
花
や
蚕
の
新
品
種
導
入
な
ど
の
試
み
を
、
不
成

功
な
が
ら
ま
っ
た
く
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
プ
ラ
ン
タ

l
に
有
利
な
法

北
大
文
学
部
紀
要

制
措
置
を
講
じ
て
も
い
る
。
し
か
し
、
私
の
調
べ
た
限
り
少
く
と
も
一
八
一
一
一
年

の
会
社
特
許
状
改
正
以
前
に
は
、
イ
ン
ド
農
業
の
展
望
を
イ
ギ
リ
ス
議
会
で
論
じ

た
者
は
、
一
人
も
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

(
3
)
私
有
財
産
制
を
確
立
し
政
府
が
私
有
財
産
権
を
保
護
す
れ
ば
、
社
会
は
自
律

的
に
繁
栄
に
赴
く
、
政
府
の
権
能
は
こ
の
限
り
ま
で
縮
小
さ
る
べ
き
で
あ
り
イ
ン

ド
社
会
の
内
部
に
ま
で
政
府
は
介
入
す
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス



コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス

u
シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

H

シ
ス
テ
ム
の
基
礎
に
あ
る
自
由
主
義
的
理
念
ヵ
、
こ
の
よ
う
な
状
態
を
作
り

出
し
た
こ
と
は
、
改
め
て
説
く
に
及
ば
な
い
。
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の
理
念
は
か
れ

自
身
の
一
七
八
九
年
九
月
一
八
日
お
よ
び
一
七
九

O
年
一
一
月
一

O
日
付
の
詳
述
書

(
当
・
円
・
2
5
H
a
F
E
-
-
4
r
O
2
p
r
F
唱
。
F
E
n
-
-
H
2
N
U
Q
-
2
5
L
U
H
Y
E
-
-

Y
3
2
0
u
F
U
N叶
l
u
u
口
)
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
他
に
解
説
と
し
て
、

何
・
的
Z
Z
F
8
2
?
弘
司
凶
l
d
c
・
0
∞
2
R
P
回
ロ
E
r
E
E
E
E
Z
S
E
ω

T
E
P
H
U
宝

Z
U
F
O
・
C
・
-
u
U
S
E
-
司
司
ふ
凶
|
ふ
A
r
刃
・
0
z
r
p
。
司
丘
町
古
一
司

円
台
コ
M
を
み
よ
n

な
お
コ
l
ン
ウ
ォ
リ
ス
以
前
の
収
税
官
は
〉
-
E
2
5
=
.

の
0
3
5
=
E
ロ
回
日
開
釦
「
玄
g
n
r
Z
E
-
-
u
ピ
・
3
・
E
・

g
・
-
$
1
5
♂
に
あ
る
よ
う

に
、
行
政
、
民
・
刑
事
司
法
、
警
察
、
刑
務
所
の
各
般
に
わ
た
る
大
き
な
権
限
#

も
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
状
態
は
当
時
の
条
件
と
便
宜
か
ら
そ
う
な
っ
た
ま
で

で
、
特
定
の
理
念
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
。

(
4
)
「
2
2
H
F
O
E
5
0
刃
命
日
間
戸
m
z
"
"
。
"
r
m
Z
E
ω
自
民
〉
ι
t
E
百
円
r
o
C
O
〈
耳
目
。
刊

の
ゆ
ロ
2
m
L
Z
の
o
g
ロ
E
f
L
2
0
ι
ふ
・
]
乙
・
H
∞
o
u
w
官
。
2
N
H
P
印
・
司
・
ご
官
a
N
H
D
の

冒
頭
に
こ
れ
へ
の
一
量
一
一
一
同
及
が
あ
る
。
裁
判
所
内
で
の
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
討
議
の

進
行
は
、
残
念
な
が
ら
今
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

(
5
)
会
社
政
府
の
裁
判
所
の
構
成
は
原
理
的
に
は
民
事
部
門
と
刑
事
部
門
と
を
分

離
し
て
お
り
、
同
一
人
格
が
兼
務
し
た
が
、
民
事
第
一
審
担
当
の
]
主
明
。
は
刑
事

第
一
審
担
当
の
資
格
に
お
い
て
は
玄
よ
E
Z
Z
と
よ
ば
れ
た
。
常
識
的
な
事
だ

が
念
の
た
め
付
記
す
る
。

(
6
)
。
司
Z
2
ケ
言
、
s
u
・
5
・
∞
・
勺
-
r
唱
団
U
N
S
I
N
E
-

(
7
)
「
E
E
H
(
p
o
自
任
命
。
。
〈
日
ロ
o
?
の
E
d
m
z
-
互
の
O
ロ
ロ
門
戸
{
凶
ロ
子
町
の
2
E
S
m
]

]
ロ
円
四
回
E
t
U
3
7
)
E
n
r
o
刃
め
明
H
E
R
E
同
r
o
Z
H
N
ω
ヨ
日
〉
仏
巳
ω
了

ι
2
0
ι
N
N

]
巳
・
，
-
∞
D
P
H
V
Q喝
d
w
P
印
・
円
u
・
r
H
U
・
M
H
O
-

(
8
)
8
2
問
-
W
E
E
-
-
-
・
司
-
N
ニ
-
末
尾
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

(
9
)
「
0
2
2
P
O
B
]
・
ζ
・
河
内
m
p
〉
2
5
明
]
c
ι
明
。
o
h
子
。
の
2
2
。
引
の
戸
時
2
5
ω
同

ζ
。
。
z
r
m
w
ι
m
w
『
2
r
(
"
。
号
。
。
。
ぐ
旬
岡
田
O
同
の
ぬ
ロ
2
t
z
n
o
c
B
E
-
5
"
r
o
n
ヨ
ヨ
E
m
一

]CEnH包

U
O
司
ア
)
仏
白
百
円
同
日
・
〉
ロ
中
戸
田
H
0
・
司
9
2
N
H
D
W
N
F
刷
門
出
・

(
叩
)
私
は
ぷ
仰
向
。
え
を
盗
賊
専
業
部
族
と
み
る
よ
う
な
見
解
(
n
戸
当
・
円
・
2
5
・

5
由
。
円
増
。
L
J
呂

2
H
W
〈
O
ア
ア
百
回
目
・
)
に
は
賛
成
し
え
な
い
。
十
八
世
紀
の
泊
中

ミ
官
弘
や
町
4
3
=
の
如
き
宗
教
的
行
者
の
形
態
を
と
っ
た
盗
賊
や
反
乱
(
n
h
-

Z
円
印
z
r
p
-門
rm
開

n
o
ロ
O
百
戸
n
Z
H
Z
O
H
〕
、
。
『
回
m
口
開
ω
-
r
。
E
M
u
-
ω
ω
ω
O可

g
"
r
o

司
2
2
2
2
F
丘
町
2
5
2
}
N
・
P
F
E
E
-
S
F
ミ
・
己
|
3
・
)
も
、
一

八
三

O
年
前
後
の
J
E恒
常

0
・
も
と
も
に
、
植
民
地
支
配
が
然
ら
し
め
た
階
級
闘

争
の
形
態
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

(
日
)
税
務
部
(
3
2
2
m
U
4
2
2
2
)
と
法
務
部
(
]
c
ι
H
E
m
-
U
4
2
1
1

と
は
と
も
に
総
督
府
参
事
会
(
的
毛
z
z
c
o
c
コη
己
)
の
担
当
職
務
別
の
部
門
で
あ

る
が
、
書
記
官
(
印
2
5
2
『
)
を
除
け
ば
構
成
員
は
同
じ
で
あ
る
。

(
ロ
)
印
-
p
w
r
官
官
N
N
?
I
N
N
-
-

(
日
)
第
二
案
の
法
的
根
拠
は
一
七
九
九
年
条
令
七
号
第
五
条
第
四
項
で
あ
る
が
、

こ
の
規
定
で
は
「
訴
訟
事
務
官
の
審
理
権
内
に
な
く
、
判
事
(
]
正
問
。
)
ま
た
は
登

記
官
に
よ
っ
て
も
遅
滞
な
く
審
理
で
き
な
い
」
(
の
o
r
r
B
o
z
-
喜

三
r
d
o
-
-
Y

22ー



司・

8
・
)
事
件
に
限
っ
て
収
税
官
へ
の
付
託
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
参
事
会
は

こ
の
制
限
を
除
去
し
て
、
一
七
九
三
年
条
令
一
七
号
第
九
・
一

O
条
に
あ
る
簡
易

裁
判
規
定
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

(
M
)
農
民
を
圧
迫
か
ら
保
護
す
る
に
し
て
も
、
地
主
そ
の
他
か
ら
地
代
収
取
に
必

要
な
手
段
を
奪
う
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
考
え
は
回
状
の
中
で
明
確
に
述
べ
ら

れ
て
お
り
(
的
-
p
r
司
・
ロ
ロ
)
、
同
様
の
指
摘
は
パ
ウ
グ
ル
プ
ル
(
苦
言
句
・
5
・

=
"
的
・
閉
u
J
r
-
u
・
M
M
M
・
)
、
ラ
l
ジ
子
ン
ャ

l
ヒ
l
(
戸
田
耳
目
m
F
含
Z
ι
回
目
・
〉
4
・

Z
F
E
E
-
タ
∞
-
p
r
司
・
N
S
)
そ
の
他
数
県
の
収
税
官
に
よ
っ
て
な
さ
れ

て
い
る
。

(
お
)
「
E
Z
同
町
同
o
s
n
r
o
。
。
=
。
2
2
0
町
田
E
C
明
巳
-
U
2
0
・
E
3
・

P
∞
-
p
-
r
H
U
・

M
M
N
山
口
。
o
h
Z防止
P
E
号
。
句
-
H
F
M
A
r
-
Y
N
凶
日
山
山
口
。
・
0
『
幻
』
2
r
m
w
r
子
宮
号
。
.

N
0
・
可
-
M
み
ど
匂
。
.
。
町
沼
区
ロ
回
目
E
Z
(
]
・

0
戸
開
『
〕
、
)
・
n
-
m
z
ι
γ
〉
cm-

戸
∞
H
H
-
望
号
。
.

ふ
-
H
U
-
N
ふ
凶
山
口
。
。
町
同
r
o
N
ふ
℃
2
明
白
百
日
r
m
(
閉
u
・
↓
E
Z
H
m
)
・
ι
2
0
ι
ω
・
]
巳
・

司a--mN・N-司・Nふ吋・

(
叩
山
)
「
E
E
同
『
E
g
o
-
回
日
開
2
P
の
。
=
。
2
2
0
h
印
r
m
r
m
r
m
ι
切

n
u
z
ι
γ
U
2
・

ド
∞
ニ
・
凹
・
閉
υ
・二・

3
・
N
U
N
-
N
出
・

(
げ
)
開
・
同
g
r
o
p
。
司
三
F

ミ
-
E
N
I
H
S
-
の
図
式
を
み
よ
。

(
鴎
)
マ
ン
ロ

l
や
ジ
エ

l
ム
ズ
H

ミ
ル
の
観
点
(
n
F
喜

2
F
官
官
-
E
T
H
U
H
-
)

と
対
比
せ
よ
。
ス
ト
ウ
ク
ス
教
授
が
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
"
シ
ス
テ
ム
内
部
で
の
小

規
模
の
変
革
構
想
を
一
八
一
四
年
以
後
の
本
国
当
局
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
政
庁
へ
の
従

北
大
文
学
部
紀
要

憩
に
よ
る
も
の
と
し
か
み
な
い
(
昌
三
?
司
・
5
0
・
)
の
は
、
明
ら
か
に
誤
ま
り

で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
中
心
史
観
の
反
映
と
い
え
る
。

(
日
)
「
E
Z
吋
町
呂
田
岳
め
の
。
=
R
E
H
。
『
刃
3
2
E
ご
-
B
2
z
-
ご
I
N
D
-
印
・
?
"

ご
官
司
-
N
ふ
D
1』

Nふ凶・

な
お
S
J
志
向
の
話
義
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
村
落
指
導
層
の
称
号
で
あ
り
農
業

に
従
事
し
な
い
者
を
ふ
く
ま
な
い
と
い
う
理
解
が
あ
る
(
刃
・
何
・
司
ζ
r
g
合
同
調
・

。
5
胃
ロ
E
目
2
コ
∞
∞
-
Z
∞
・

0
・
n・
p
・
E
3
・
司
主
・
)
が
、
私
は
ベ
ン
ガ

ル
に
つ
い
て
は
こ
の
説
を
採
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
(
根
拠
は
拙
稿
六
第
三
節

註
お
所
引
の
ジ
エ

l
ム
ズ
日
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
I
の
論
を
み
よ
)
。
パ
ー
ネ
ッ
ト
は

E
3
・
ロ
で
、
あ
る
村
の
ク
ド
H

カ
l
シ
ュ
ト
農
民
は
た
と
え
数
世
代
に
わ
た
っ

て
隣
村
の
土
地
を
耕
し
た
所
で
、
隣
村
に
お
い
て
は
パ

l
イ
l
H
カ
I
シ
ュ
ト
た

る
を
免
れ
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
注
目
に
値
す
る
記
事
で
あ
る
。

耕
種
撰
択
の
件
に
つ
い
て
は
、
か
れ
は
作
物
別
地
代
算
定
方
式
が
障
害
と
な
っ
て

い
る
旨
を
指
摘
す
る
(
E
S
-
∞
)
。
私
は
南
イ
ン
ド
や
セ
イ
ロ
ン
の
事
例
か
ら

推
測
し
て
、
水
利
権
と
労
働
組
織
の
面
か
ら
も
、
こ
の
間
題
が
考
察
さ
れ
う
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
詳
し
く
は
後
考
に
倹
っ
。

(
初

)
F
0
2
2
p
o
g
ぎ
-
o
o
a
o
p
の
o
=
o
n
Z
H
O
『

0
5よ
4
O
H
O
-
r
z
ι
H
0
・

]a--

H由戸H・百白、。句・

u
-
m
u

的
・
閉
u
J
r
百
・
N
凶
0
・

23一



コ
i
ン
ウ
ォ
リ
ス
日
シ
ス
テ
ム
批
判
織
の
形
成

五

J¥ 

一
年
条
令
五
号

し
か
し
現
場
の
行
政
・
司
談
実
務
担
当
者
に
よ
る
上
の
よ
う
な
コ

i
ン
ウ
ォ
リ
ス
H
シ
ス
テ
ム
批
判
や
そ
の
穆
正
要
求
は
、

の
介
意
す
る
所
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
総
餐
疫
参
事
会
の
危
機
に
対
す
る
処
方
は
、

ゆ

w

、

ー

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
日
シ
ス
テ
ム
の
根
本
原

別
で
あ
る
自
由
契
約
の
微
震
化
と
、

ブ
ル
ッ
ク
〈

一
七
九
九
年
条
令
七
号
の
部
分
的
修
正
と
で
あ
っ
た
。
翌
一
八
の
参
事
会
に
わ
け
る
コ

i
ル

〈

1
)

J

「

r
o
z
m
ハ
uo
…5
8
0
rと
の
提
案
を
具
体
化
し
た
、
問
年
の
条
令
五
持
、
い
わ
ゆ
る
わ
恥

V
Tか
M
U
S
E幻
)
が
そ
れ
で

ふめ噌
A
V
O

コ
ー
ル
ブ
ル
ッ
ク
は
、

24 

一
七
九
二
一
年
に
地
券
の
有
効
期
認
を
十
年
と
定
め
た
こ
と
、
お
よ
び
、
十
年
の
途
中
で
土
地
売
買
が
行
な
わ
れ

は
売
却
し
た
前
の
所
有
者
が
発
給
し
た
地
券
は
失
効
す
る
と
定
め
た
こ
と
は
と
も
に
、
土
地
所
有
者
が
不
当
に
抵
い
地
代
額
で
土

地
を
他
に
貸
与
し
地
租
の
減
収
を
ひ
き
お
こ
す
の
を
、
詩
ぐ
た
め
の
播
寵
で
あ
っ
た
と
解
釈
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
規
定
は
一
方
の
み
あ

れ
認
他
方
は
な
く
て
も
す
れ
V

性
質
の
も
の
で
あ
る
、
と
結
論
し
、
さ
ら
に
往
年
依
拠
し
た
「
パ
ル
ガ
ナ
の
率
」
な
る
も
の
が
明
憾
な
実
体

競
定
を
欠
券
、
か
つ
存
在
す
る
と
い
う
薮
艶
も
な
か
っ
た
こ
と
を
指
捕
す
る
。
か
く
て
コ

i
H
N
ブ
ル
ッ
ク
は
、
「
土
地
所
有
者
と
器
地
人

と
は
か
れ
ら
自
身
の
利
容
を
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
判
顕
し
て
、
相
互
の
も
っ
と
も
利
益
と
な
る
よ
う
な
契
約
を
結
ぶ
自
由
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
L

と
の
判
断
阪
を
下
し
、
地
券
の
有
効
年
践
の
撒
灘
、
地
券
記
載
内
容
の
開
明
確
化
予
地
代
議
に
つ
い
て
は
「
パ
ル
ガ
ナ
の
率
L

が
な
お
存
桟
す

る
所
で
は
そ
れ
に
準
拠
し
、
こ
れ
を
欠
く
所
で
は
近
隣
の
倒
に
倣
う
こ
と
、
地
券
更
新
時
の
地
代
額
ひ
き
必
げ
の
…
絡
は
、
増
地
入
が
「
そ

の
時
期
の
季
節
の
作
物
を
栽
培
し
は
じ
め
た
時
、
当
熱
支
払
う
こ
と
を
予
揮
す
る
理
儲
の
あ
っ
た
L

地
代
綴
の

五
%
に
と
ど
め
る
こ
と
、



な
ど
を
提
案
し
た
。

一
八
一
二
年
条
令
五
号
は
、
前
述
の
よ
う
に
こ
の
提
案
を
法
制
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
眼
は
、
付
地
券
の
有
効
期
限
の
撤
廃

(
第
二
条
)
、
口
地
券
の
形
式
・
内
容
に
対
す
る
規
制
の
撤
廃
(
第
三
一
条
)
、
白
地
代
ひ
き
あ
げ
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
の
事
前
の
文
書
契

約
、
ま
た
は
ジ
ャ
イ
ス
タ
月
己
主
弘
之
宮
・
五

l
六
月
)
ま
で
に
そ
の
旨
催
告
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
(
第
九
・
一

O
条
)
、
岡
地
代

滞
納
者
の
動
産
差
抑
に
は
書
面
に
よ
る
請
求
額
の
明
示
を
要
件
と
す
る
(
第
一
三
条
)
、
出
農
器
具
・
役
畜
、
手
工
業
要
具
の
差
抑
は
行

わ
な
い
(
第
一
四
条
)
、
の
諸
点
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
が
農
民
の
窮
状
の
有
効
な
打
開
策
と
な
り
え
な
い
こ
と
は
、
前
節
ま
で
に
検
討
し
た
所
か
ら
明
瞭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
農
民
疲

弊
の
原
因
は
地
主
へ
の
差
抑
権
付
与
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
緩
和
す
る
方
策
は
差
抑
権
の
大
は
ば
な
制
限
な
い
し
撤
廃
以
外

に
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
第
一
四
条
の
規
定
と
い
え
ど
も
、
既
に
地
主
そ
の
他
に
よ
る
生
産
諸
手
段
の
収
奪
が
長
期
に
わ
た
っ
て
進
行
し

て
い
た
段
階
で
は
、
法
律
に
朔
及
効
果
を
も
た
せ
る
と
か
、
既
に
没
収
し
た
生
産
諸
手
段
の
償
還
を
規
定
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
農
民
が

新
た
に
み
ず
か
ら
生
産
諸
手
段
を
獲
得
し
う
る
よ
う
な
措
置
、
具
体
的
に
は
地
租
を
減
免
し
地
代
を
ひ
き
下
げ
て
農
民
の
資
本
菩
積

l
再

生
産
投
資
を
保
障
す
る
こ
と
、
が
相
伴
う
の
で
な
け
れ
ば
、
農
民
救
済
の
目
的
は
達
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
慣
習
法
的
な
土
地
占
取
権

を
一
片
の
法
令
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
、
同
ビ
く
一
片
の
法
令
に
よ
っ
て
農
業
生
産
諸
手
段
を
も
奪
わ
れ
た
農
民
と
、
植
民
地
政
府
権
力
に
よ

「
契
約
当
事
者
双
方
が
各
自
の
利
益
に
至
便
至
適
と
思
料
す
る
ご
と
き
形
式
」
(
第
三
条
)
に
し
た

が
う
地
券
が
、
有
効
期
間
の
制
限
な
く
受
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
地
主
が
高
率
地
代
と
短
期
借
地
契
約
と
を
農
民
に
強
制
す
る
に
至

る
の
は
、
理
の
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
地
券
授
受
そ
の
も
の
が
一
七
九
三
年
条
令
六
四
号
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
、
実
施
を
み
な
か
っ

っ
て
武
装
さ
れ
た
地
主
と
の
聞
に
、

た
こ
と
は
既
に
証
明
済
み
で
あ
っ
た
。
農
民
は
文
字
ど
お
り
食
う
た
め
に
は
、
地
代
ひ
き
あ
げ
を
ふ
く
む
あ
ら
ゆ
る
「
契
約
」
に
従
わ
ざ

北
大
文
学
部
紀
要

民
υつ臼



コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
川
シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

に
お
い
て
は
そ
の
催
告
を
不
服
と
し
て
離
村
す
る
こ
と
は
実
際
に
不
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
 

ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
の
矛
盾
を
さ
ら
に
深
刻
化
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
カ
リ
l
フ
ァ
作
の
起
耕
期
ま
で
に
地
代
ひ
き
あ
げ
の
催
告
が
あ
っ
た
所
で
、
農
外
雇
傭
未
発
達
の
当
時

一
八
一
二
年
条
令
五
号
は
、
コ
ー
ン
ウ

〔註〕(
l
)
F
A
M
E
Z
o
h
F
P
C
-
o
Z
E
r
o
-
(
的

-
F
r
ミ
N
m
D
l
M
m
p
)

(
2
)
〉・ロ・

H

∞H
M
・
河
内
明
三
E
oロ
ポ
(
印
・
可
-
-
r
唱
唱
-

N
吋

N

N

コ
・
)

(
3
)
同
条
令
の
説
明
と
し
て
、
他
に
、
回
・
出
回

mLZ'31=・
告
の

H
F
E
-
-
r

3
4
3
?
1
3
5
〉
-n・
c
c
Z
L司
日
目
、

HU
・
H
N
R

河
・
玄
。

o
Z
4
0
P
告
の
制
問
、
ミ
・

3

3

を
み
よ
。

ρ
h
u
 
つω



ー-'-ノ、

ト
マ
ス
H
シ
ッ
ソ
ン
の
報
告
書

一
八
一
二
年
条
令
五
号
は
右
の
ご
と
き
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
農
村
社
会
の
問
題
の
解
決
に
何
ら
役
立
つ
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
同
条
令
実
施
後
の
社
会
経
済
的
過
程
に
つ
い
で
も
満
足
な
史
料
を
今
は
見
出
し
え
な
い
が
、
一
七
九
九
年
条
令
七
号
の
下
に

お
け
る
と
同
様
の
状
況
が
持
続
し
、
あ
る
い
は
悪
化
し
た
も
の
と
推
測
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ

ム
の
矛
盾
は
さ
ら
に
露
呈
さ
れ
て
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

か
か
る
状
況
の
中
で
二
八
一
五
年
春
、
総
督
府
参
事
会
司
法
部
に
送
ら
れ
た
元
ラ
ン
グ
プ
ル
県
判
事
の
一
人
ト
マ
ス

H
シ
ッ
ソ
ン
(
己
予

(l) 

E
E
ω
H
2
0ロ
)
の
報
告
書
は
、
法
律
家
と
し
て
の
視
角
か
ら
農
村
社
会
問
題
を
分
析
し
、
新
た
な
土
地
H

地
租
改
策
へ
の
問
題
を
提
起
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
そ
の
内
容
を
摘
記
し
て
み
よ
う
。

- 27 

ま
ず
、
シ
ッ
ソ
ン
が
か
れ
の
論
議
の
基
礎
を
、
ほ
と
ん
ど
植
民
地
政
府
の
発
し
た
条
令
や
東
イ
ン
ド
会
社
取
締
役
会
の
書
簡
に
求
め
、

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
律
学
説
そ
の
他
を
援
用
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
か
れ
に
従
え
ば
、
ィ

ン
ド
入
社
会
の
大
多
数
つ
ま
り
農
民
は
一
七
六
九
年
の
監
督
官
(
∞
毛
E
2
2
Z
)
あ
て
訓
令
以
来
、
土
地
に
対
し
て
一
定
の
内
容
の
権
利

を
も
つ
こ
と
が
、
法
律
的
に
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
措
置
が
不
完
全
で
あ
っ
た
た
め
、
地
主
に
よ
る
農
民
の
圧
迫
と

い
う
大
き
な
弊
害
を
生
じ
る
に
至
っ
た
、
と
観
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
弊
害
が
根
幹
と
な
っ
て
、
強
盗
そ
の
他
の
犯
罪
と
い
う
枝
葉
を

生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ラ
ン
グ
プ
ル
に
お
い
て
も
っ
と
も
対
策
の
望
ま
れ
る
問
題
は
、
犯
罪
の
横
行
で
は
な
く
農
民
へ
の
圧
迫
で

あ
り
、

「
も
っ
と
も
決
定
的
か
つ
強
力
な
手
段
を
一
貫

L
て
と
り
続
け
る
ご
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
大
多
数
を
悲
惨
な
現
状
か
ら
合
法
的

北
大
文
学
部
紀
要



コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

(2) 

諸
権
利
の
完
全
な
享
受
に
復
帰
せ
し
め
ざ
る
限
り
は
、
確
固
た
る
実
質
的
改
良
を
期
待
し
て
も
無
益
で
あ
ろ
う
」
、
と
い
う
判
断
を
下
す
。

シ
ッ
ソ
ン
の
論
理
が
、
こ
こ
で
農
村
社
会
の
問
題
解
決
の
方
向
を
、
農
民
の
復
権
に
求
め
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
回
復
さ
る
べ
き
諸
権
利

を
、
植
民
地
以
前
の
古
制
や
慣
習
法
に
よ
ら
ず
植
民
地
政
府
の
立
法
的
措
置
を
も
っ
て
基
礎
づ
け
て
い
る
こ
と
は
、
殊
に
重
視
す
る
必
要

が
あ
る
。

さ
て
、
か
れ
が
農
民
の
合
法
的
諸
権
利
の
具
体
的
内
容
と
し
て
訓
令
や
条
令
の
中
か
ら
挙
げ
る
も
の
は
、
地
主
へ
の
支
払
い
金
額
を
「
パ

ル
ガ
ナ
の
率
」
に
よ
っ
て
規
制
し
一
定
額
と
す
る
こ
と
、
そ
の
内
容
を
地
券
に
明
記
し
、
地
券
所
記
額
以
上
の
私
税
は
徴
収
さ
れ
な
い
こ

と
、
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
合
法
的
諸
権
利
に
対
す
る
法
解
釈
上
の
あ
い
ま
い
さ
と
か
誤
解
を
生
ぜ
し
め
た
も
の
が
、
一
八
一
二
年

(
3
)
 

条
令
五
号
第
三
条
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
一
七
九
三
年
条
令
六
四
号
第
二
条
の
地
券
の
有
効
期
限
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
ま
た
禁
止
さ

れ
た
は
ず
の
地
券
面
所
記
額
以
外
の
私
税
徴
収
が
依
然
と
し
て
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
不
法
に
対
す
る
救
済
の
保
障
が
不
完
全

(
4
)
 

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
地
券
の
有
効
期
限
を
十
年
と
し
た
た
め
、
永
代
定
租
制
施
行
か
ら
十
年
を
経

た
一
八

O
三
年
以
後
に
は
、
農
民
が
一
七
九
三
年
ま
で
に
既
に
認
め
ら
れ
て
い
た
諸
権
利
は
消
滅
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
に
至
り
、
地

価
騰
貴
そ
の
他
の
口
実
に
よ
る
地
代
の
ひ
き
あ
げ
や
地
券
の
有
効
期
限
つ
ま
り
借
地
期
間
の
短
縮
が
、
地
主
に
よ
っ
て
慾
意
的
に
お
こ
な

(
5
)
 

わ
れ
る
に
至
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
く
て
一
八
一
二
年
条
令
五
号
は
、
本
来
農
民
の
保
護
を
意
図
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
結
果
的
に
(
6
)
 

は
法
解
釈
の
不
確
実
さ
や
誤
ま
り
か
ら
生
ビ
た
地
主
の
地
代
増
徴
や
借
地
期
間
短
縮
を
、
追
認
奨
励
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
農

民
は
文
盲
で
あ
る
た
め
改
廃
さ
れ
た
条
令
を
も
な
お
効
力
あ
る
条
令
を
も
理
解
せ
ず
、
違
法
な
収
奪
に
甘
ん
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
結

(
7
)
 

果
を
生
む
の
み
で
あ
る
。
か
か
る
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
地
方
当
局
者
の
課
税
源
泉
に
関
す
る
全
き
無
知
で
あ
っ
た
。
殊
に
ラ
ン
グ
プ
ル

で
は
税
源
調
査
が
全
然
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
推
測
だ
け
で
地
租
が
増
額
さ
れ
た
り
、
付
加
地
代
(
与
さ
忌
)
禁
止
や
地
券
発
給
の
命
令
を
出

- 28 



し
で
も
、
当
局
者
に
そ
の
実
施
に
必
要
な
実
情
の
認
識
が
な
い
た
め
、
結
局
は
地
主
が
当
局
と
農
民
と
の
無
知
に
乗
じ
て
、
万
端
私
利
を

(
8
)
 

計
る
の
を
許
す
結
果
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
圧
迫
へ
の
対
抗
策
と
し
て
、
農
民
は
隠
田
耕
作
な
ど
の
不
正
手
段
に
訴
え
、
耕
地
を
明
ら
か
に
し
て
合
法
的
な
地

代
額
を
恒
久
的
に
収
取
さ
れ
る
よ
り
も
、
そ
れ
を
匿
し
て
一
時
的
課
徴
を
負
担
す
る
こ
と
を
選
ぶ
。
地
主
の
傭
員
は
農
民
の
こ
の
心
理
に

つ
け
こ
ん
で
農
民
を
収
奪
し
、
私
腹
を
肥
す
。
農
民
は
窮
乏
の
度
を
深
め
る
の
み
で
あ
る
。
シ
ッ
ソ
ン
は
こ
の
よ
う
に
論
ビ
て
、
現
行
制

度
は
地
主
・
農
民
双
方
に
不
利
益
で
あ
る
か
ら
、
制
度
の
貫
徹
を
図
る
こ
と
、
つ
ま
り
攻
府
が
両
者
の
関
係
調
整
に
介
入
し
、
特
定
明
確
な

(
9
)
 

諸
権
利
を
農
民
層
に
付
与
す
る
こ
と
が
両
者
を
利
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
判
断
を
示
す
。
ラ
ン
グ
フ
ル
を
例
に
と
れ
ば
、
政
府
の
介

(
叩
)

入
は
ま
ず
課
税
源
泉
調
査
か
ら
始
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
所
で
シ
ッ
ソ
ン
の
一
不
す
政
府
の
介
入
権
の
根
拠
は
決
し
て
抽
象
的
な
国
家

理
論
や
財
政
学
説
な
ど
で
な
く
、
政
府
の
農
民
保
護
立
法
権
留
保
を
指
示
し
た
一
七
九
二
年
九
月
十
九
日
づ
け
の
取
締
役
会
発
総
督
宛
一

(
日
)

般
書
簡
で
あ
っ
て
、
課
税
渡
泉
調
査
実
施
を
示
唆
す
る
の
も
一
七
八
七
年
二
月
五
日
づ
け
の
総
督
発
税
務
局
宛
訓
令
に
も
と
づ
い
て
で
あ

(ロ)

る
。
か
れ
が
こ
の
よ
う
に
純
粋
に
法
解
釈
的
な
方
法
に
よ
っ
て
論
議
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
、
か
れ
が
事
態
の
解
決
の
方
向
を
農
民
層
の

- 29一

合
法
的
1

つ
ま
り
会
社
政
府
が
公
認
し
た
|
諸
権
利
の
回
復
に
お
い
て
い
る
こ
と
と
一
体
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
(
日
)

シ
ス
テ
ム
を
否
定
す
る
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
補
完
を
期
す
る
こ
と
に
意
図
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ッ
ソ
ン
が
ラ
ン
グ
プ
ル
の
事
態
を
解
決
す
る
た
め
の
処
方
と
し
で
提
案
す
る
の
は
、
以
下
の
諸
項
目
で
あ
る
。
付
県
内
全
域
の
多
様

な
地
代
率
と
地
券
、
な
ら
び
に
記
録
さ
れ
た
地
代
総
額
に
対
す
る
非
合
法
付
加
税
(
私
税
)
の
割
合
を
、
実
際
に
地
域
調
査
を
行
な
っ
て

確
か
め
る
。
口
各
パ
ル
ガ
ナ
の
耕
地
面
積
を
土
地
の
丈
量
に
よ
っ
て
確
か
め
る
。
日
各
パ
ル
ガ
ナ
の
土
地
を
そ
の
地
質
に
随
っ
て
数
等
級

に
分
類
す
る
。
聞
各
等
級
地
の
平
均
粗
生
産
額
を
確
か
め
る
。
聞
過
去
・
現
在
の
地
代
を
参
酌
し
て
、
各
等
級
地
の
粗
生
産
額
の
う
ち
の

北
大
文
学
部
紀
要



コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
持
シ
ス
テ
ム
批
判
紛
の
彩
成

農
民
取
得
部
分
と
地
主
的
取
得
部
分
と
を
決
窓
す
る
。
後
者
は
一
定
の
貨
幣
評
価
を
も
っ
て
示
さ
れ
る
が
、
将
来
の
銀
側
下
落
に
備
え
て
、

①
政
府
は
一
O
!
一
二
年
ご
と
に
農
産
物
評
価
額
を
槌
意
に
改
定
す
る
擢
制
約
を
留
探
す
る
。
号
以
上
の
罷
諜
が
農
畏
の
永
代
占
有
機
を
寒

な
う
と
い
う
お
そ
れ
を
な
く
す
た
め
に
、
地
投
率
は
米
の
現
物
震
と
そ
の
静
締
額
と
を
開
明
示
し
、
先
の
留
保
を
地
券
揺
に
明
記
す
る
と
と

も
に
、
政
持
・
地
主
に
よ
る
地
代
の
ひ
き
あ
、
げ
は
、
一
ピ
i
ガ
i
£
た
り
米
ニ
マ
ン
〈
渓
雲
羽
田

2
3と
の
価
務
ま
で
に
と
ど
め
る
。
③
そ

の
他
、
用
水
路
開
発
や
築
堤
工
事
に
よ
っ
て
土
地
の
生
産
性
を
高
め
た
総
主
に
対
し
て
、
政
府
は
遮
接
調
査
の
上
、
土
地
改
良
に
よ
る
差

(
M
}
 

額
地
代
の
収
取
を
許
す
。
内
こ
の
よ
う
な
基
礎
の
上
に
、
内
容
が
詳
細
で
か
つ
擁
定
的
な
地
券
を
個
々
の
農
民
に
発
給
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
地
券
は
村
落
ご
と
に
番
号
を
つ
け
、
各
地
券
の
要
点
は
パ
ル
ガ
ナ
の
カ
i
ヌ
1

ン
ゴ
ウ
磯
を
復
活
し
て
こ
れ
に
記
録
さ
せ
る
。
カ
!

ヌ
ン
ゴ
ウ
は
別
に
村
落
の
首
長
〈
選
お
お
含
コ
と
書
記
ヘ
志
向
境
内
認
と
と
の
監
曹
に
任
じ
る
が
、
首
長
に
つ
い
て
は
村
民
の
選
挙
と
リ
コ
ー
ル

と
に
よ
っ
て
そ
の
地
設
を
決
定
し
、
警
記
に
つ
い
て
は
地
主
の
任
命
を
認
め
る
が
、
村
民
の
同
意
を
そ
の
任
命
の
条
件
と
す
る
。
出
土
地

〔初〕

の
分
類
、
地
代
率
、
丈
量
単
告
に
つ
い
て
は
各
村
蓄
の
農
民
に
聞
知
徹
痘
を
は
か
る
。

シ
ッ
ソ
ン
の
農
民
議
議
策
は
以
上
の
知
く
で
あ
る
が
、
か
か
る
政
策
が
成
功
を
収
め
た
先
錦
と
し
て
か
れ
が
指
摘
す
る
の
は
、
マ
ド
ラ

ス
で
試
み
ら
れ
た
ラ
イ
i
ヤ
ッ
ト
ワ
i
リ
i
舗
で
は
な
く
、
永
代
定
租
制
円
以
前
に
か
れ
の
任
地
に
隣
接
す
る
ペ
ン
ガ
ル
州
デ
ィ
ナ
ー
ジ
ュ

ブ
ル

(
0
3
3
2
3
0
3
よ
3
0
2
)

集
で
収
税
設
ジ
ョ
!
ジ
・
ハ
ッ
チ
〈
C
Z
H
情
。
ま
え
と
が
実
施
し
た
方
式
で
お
っ
た

f
T
ッ
ソ
ン
の

提
案
す
る
土
地
調
査
か
ら
地
代
額
決
定
ま
で
の
作
業
過
韓
や
、
夜
来
村
落
機
構
へ
の
依
存
な
い
し
は
そ
の
制
用
は
、
ザ
ミ
i
ン
ダ
i
H
V
!

(ロ)

制
約
を
前
捷
す
る
と
い
う
機
本
的
な
相
違
点
ゃ
、
議
畿
地
す

3
2三
と
非
議
波
地
(
喜
三
時
三
と
へ
の
土
地
灰
一
分
の
欠
郊
を
別
と
す
れ

(
お
)

ば
、
ラ
イ
i
ヤ
ッ
ト
ワ
i
リ
i
総
ま
た
は
マ
ン
ロ
i
詩
シ
ス
テ
ム
の
査
定
作
業
と
、

い
類
似
を
み
せ
る
こ
と
は
、
改
め
て
指
錯
す
る

ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
シ
ッ
ソ
ン
は
ま
っ
た
く
独
自
の
論
理
か
ら
こ
の
よ
う
な
論
点
に

内ぺ

ω



た
ど
り
つ
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
前
々
節
で
検
討
し
た
数
県
の
収
税
官
の
場
合
と
同
ビ
く
、

内
側
か
ら
の
修
正
な
い
し
補
強
の
要
求
と
し
て
、
農
民
の
土
地
に
対
す
る
権
益
の
確
定
保
全
を
主
張
し
て
い
る
も
の
と
、
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
先
の
収
税
官
た
ち
の
発
言
が
行
政
実
務
家
た
る
か
れ
ら
の
日
常
経
験
す
る
困
難
を
背
後
に
も
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば

シ
ッ
ソ
ン
の
提
言
は
法
律
実
務
家
と
し
て
現
行
法
の
不
備
を
認
識
し
、
現
行
法
の
許
可
範
囲
で
ご
れ
を
補
正
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の

(
叩
)

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
の
い
わ
ば
、

本
国
取
締
役
会
は
ト
マ
ス
H

シ
ッ
ソ
ン
の
上
掲
報
告
を
高
く
評
価
し
、
国
家
す
な
わ
ち
植
民
地
政
府
に
よ
る
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
・
ラ
イ

l
ヤ
ッ
ト
関
係
へ
の
介
入
・
規
制
の
必
要
を
勧
告
す
る
た
め
の
一
論
拠
と
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
点
を
重
視
す
る
。
と
い
う
の
は
、
こ

こ
に
本
国
で
の
思
想
潮
流
な
り
イ
ン
ド
南
部
で
培
養
さ
れ
た
統
治
方
式
な
り
が
、
ベ
ン
ガ
ル
の
経
験
的
事
実
の
う
ち
に
公
認
の
政
策
と
な

る
た
め
の
媒
体
を
見
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば

方
式
が
導
入
さ
れ
た
り
、
本
国
内
部
の
一
思
想
潮
流
の
政
策
的
実
現
が
達
成
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

か
か
る
媒
体
を
お
く
こ
と
な
し
に
は
、
特
定
の
地
域
に
他
地
域
の
統
治
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s
c
-
5
5
p
目
的
。
司
?
戸
田
五
∞

-
F
r
ミ
-

M
回
目
|
ふ

DNし
な
お
シ
ッ
ソ
ン

の
閲
歴
は
ロ

-z・
戸
や
の
-
F
回

R
E
E
L
-
U
5
5
2
q
S
F
L
M
E
回

E凹
E
唱と・

「
oロ
ι
o
p
z
o
F
か
ら
は
判
明
し
な
か
っ
た
。

(
2
)
包
三
苦
言
句
'
y
u
l
p
z
・
(
3・
u
巴|凶∞
F
)

参
照
。
う
ち
E

2
・吋『

北
大
文
学
部
紀
要

は
訓
令
、
条
令
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

(
3
)
H
F
件
、
宮
、
E
-
H
M
・
E
-
(
官官凶∞
Y

凶∞∞・)

(
4
)
H
F
N

弘
よ
苦
言
ピ
(
抽
選
・
凶
U
D
l
M
U
ケ
)

(
5
)
包主
-
w
B
E
T
E
N
D
-
(
司司-凶∞∞|凶
E
・)

(
6
)
B
2・
M
D
-

に
お
い
て
シ
ッ
ソ
ン
は
地
代
額
が
漸
増
し
借
地
期
限
が
漸
減
す

る
模
様
を
例
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
般
的
な
事
態
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
実
例
で
は
な
い
。
ピ
ハ

l
ル
で
は
地
主
が
農
民
の
集
団
に
発
給
す
る
内
容
の



コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

確
定
し
な
い
地
券
が
、
事
実
上
旧
来
の
ま
ま
で
更
新
さ
れ
て
い
た
(
拙
稿
五
第
三
一

節
)
と
い
う
報
告
が
あ
る
の
で
、
私
は
シ
ッ
ソ
ン
の
所
見
が
少
く
と
も
永
代
定
租

制
地
域
全
体
に
妥
当
す
る
も
の
と
は
考
え
な
い
し
、
ま
た
ど
の
種
類
の
地
券
に
つ

い
て
も
そ
の
よ
う
な
事
態
が
起
っ
た
と
は
考
え
な
い

o
s
S号
E
コ
契
約
や

Z
尽

き
-Ed
契
約
の
場
合
に
限
定
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
7
)
シ
ッ
ソ
ン
は
違
法
な
私
税
徴
収
の
具
体
例
を
六
例
挙
げ
て
い
る
(
苦
言
句

N
Tム
D
J

毛
-
凶
∞
ω
l
l

凶
8
・
但
し
原
本
に
番
号
の
っ
け
違
え
が
あ
っ
て

E
E句

M
Y
N
H
l
N
Y
E
ミ
の
順
序
に
並
ん
で
い
る
O
N
-
-
ロ
・
は
各
々
二
度
ず
つ
違

っ
た
内
容
で
出
て
く
る
)
。
本
稿
の
主
題
と
は
関
係
な
い
が
、
私
税
徴
収
の
名
目

が
地
主
の
土
地
購
入
、
家
屋
の
購
入
、
新
築
、
乗
用
の
象
の
購
入
、
な
ど
の
ほ
か

に
、
地
主
の
孫
の
誕
生
、
祭
紀
の
た
め
の
供
鋲
料
な
ど
が
あ
る
の
は
興
味
深
い
。

こ
の
資
料
と
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
八
「
植
民
地
支
配
成
立
期
ベ
ン
ガ

ル
社
会
論
考
補
」
(
未
発
表
)
第
二
節
を
み
ら
れ
た
い
。

(
8
)
H
F
ζ
w
言
、
B
・
E
・
(
弔
・
出
回
凶
U
N
・)

(
9
)
忌
三

J
B
E句
凶
N
-

出
・
(
司
包
N

・
)
シ
ッ
ソ
ン
は
、
不
正
手
段
を
用
い
る

の
は
イ
ン
ド
人
の
本
性
で
あ
る
、
占
い
う
よ
う
な
見
解
に
は
与
せ
ず
、
そ
の
原
因

で
あ
る
圧
迫
が
除
去
さ
れ
れ
ば
不
正
は
止
む
も
の
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
イ
ン

ド
人
は
「
人
間
性
の
順
序
が
逆
」
だ
か
ら
勤
労
意
欲
が
な
く
、
地
主
の
収
奪
を
制

限
す
れ
ば
農
民
は
働
か
な
く
な
っ
て
国
家
が
椴
産
す
る
、
と
い
う
類
の
説
を
上
掲

所
で
一
蹴
し
て
い
る
。

(
叩
)
与
三

:
E
E
M
U
-
(下
出

ド

)

(
日
)
急
足

-
-
E
E句
-
z
p
E・
(
官
官
目
凶
∞
凶

M

∞
ア
)
所
引
。
こ
れ
は
永
代
定
租
制

尚
早
論
を
唱
え
た
ジ
ョ
ン
H

シ
ョ

l
に
対
す
る
取
締
役
会
の
一
定
の
支
持
を
表
明

し
た
も
の
で
、
法
律
制
度
が
確
立
さ
れ
れ
ば
社
会
・
経
済
の
改
良
・
発
展
は
自
動

的
に
達
成
さ
れ
る
と
い
う
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
流
の
楽
観
を
戒
め
、
そ
の
運
用
に
対

す
る
政
府
の
監
督
、
介
入
の
必
要
に
注
意
を
促
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
日
)
シ
ッ
ソ
ン
が
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
を
批
判
す
る
の
は
、
前
年
の
地

租
額
を
収
税
官
の
収
集
し
た
他
の
資
料
と
比
較
し
、
さ
ら
に
税
務
局
の
勧
告
を
容

れ
て
賦
課
額
を
決
定
す
る
と
い
う
、
地
租
の
査
定
方
式
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
(

百号
P
ロ
づ
か
れ
は
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
リ
l
制
そ
の
も
の
を
ま
っ
た
く
批
判
し
て
い

井。ぃ。

(
M
)
」「宮内出
J
-
u
S
2
H
・
3
・
(-u
・
凶
由
凶
)

(
日
)
』
「
宮
匹
、
宮
、
2
・凶

P
S
(司
・
凶
宝
・
)

(日

)
~
E
t
-
-
E
E・
凶
∞
・
(
ミ
-
凶
国
凶
l
l

凶
Z
・
)
シ
ァ
ソ
ン
報
告
書
に
は
7
ド
ラ
ス
へ

の
言
及
は
ま
っ
た
く
な
い
。

(
げ
)
こ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
国
-
z
-
巧ニ
m
o
p

〉

2
2
2
4
0
h
」

E
E巳

ωロ
ι
河内川〈
Oロ
C
0
4
2
E
F
O
R
-
-
m
w
ι
・
『
〕
、
〉
・
の
・
の
ωロ明
'L戸

ωロ
ι
z
-
u・回
ωωcw
の
mw

r
E
E
-
-
宝
口
姐
下
出
∞
u
r
・〔
Z
〉

zb〕u
官・

2
-
r
・〔閉
u
C
Z
同
国
内
『
〕
の
両
項

目
を
み
よ
。

(
四
)
さ
し
あ
た
り
、
回
・
戸
国
立
2
・匂
0
2
z
w
告
の
位
、

z--Y
官官・凶。

3
・
参

照

o
z・
玄
c
r
r
o
占。
P
告・

2
デ
司

HMM
弐
に
は
詳
細
な
説
明
が
あ
る
。

(
悶
)
も
し
シ

y
ソ
ン
が
、
マ
ン
ロ
ー
ら
の
影
響
を
な
ん
か
ら
の
形
で
受
け
て
い
れ
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ば
、
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
リ
l
制
の
新
領
土
へ
の
拡
張
の
可
否
が
一
八

0
0年
代
末
か

ら
既
に
取
締
役
会
と
ベ
ン
ガ
ル
政
庁
と
の
間
で
論
争
さ
れ
て
い
た
状
況
の
下
で
は

殊
に
、
そ
れ
に
一
言
及
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
リ
l

制
が
ラ
イ
1
ヤ
ッ
ト
ワ
l
リ
l
制
に
優
越
す
る
こ
と
を
論
証
す
る
か
、
あ
る
い
は

ザ
ミ
1

ン
ダ
1
リ
l
制
に
欠
陥
が
あ
っ
て
も
い
っ
た
ん
公
布
し
た
も
の
を
廃
棄
で

き
な
い
旨
を
断
わ
る
か
し
た
上
で
、
論
議
を
展
開
し
た
で
あ
ろ
う
。
シ
ッ
ソ
ン

報
告
書
の
限
り
で
は
少
く
と
も
、
マ
ン
ロ
!
の
啓
示
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
シ
ァ
ソ
ン
が
マ
ン
ロ

l
"
シ
ス
テ
ム
を
熟
知
し
つ
つ
も
あ
え
て
言
及
を

北
大
文
学
部
紀
要

避
け
た
と
解
釈
す
る
の
は
、
無
理
で
あ
ろ
う
。
シ
ッ
ソ
ン
自
身
は
格
別
重
要
な
人

物
で
は
な
か
っ
た
と
み
え
、
人
名
録
な
ど
で
閲
歴
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
が
、
報
告
書
か
ら
判
断
し
て
か
れ
が
功
利
主
義
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
な
ど

の
思
想
か
ら
影
響
さ
れ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
初
)
「

2
同E
P
o
g
子
"
の

o日同

oh
ロ
=
2
5
Z
E
"
r
o
c
o
d
-
z
z
a
C
2
2
ω
一
戸
口

の
o¢
ロ

E
一仏関同
ZjHU・

]E-zz・唱。コ
Z
-
M
Y

凶0
・
ふ
「
ふ
N

・
己
u
.
Z
i
(
印

可

-

r
ミ
・
凶
望
・
凶
u
p
凶回吋ーム

2
・
山
晶
子
)
こ
の
書
簡
は
北
西
州
の
地
租
査
定
に
関
連

し
て
、
土
地
調
査
の
実
施
を
促
し
た
も
の
で
あ
る
。
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コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

七

カ

l
ヌ
i
ン
ゴ
l
復
活
論

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
な
、

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
破
綻
の
認
識
に
も
と
づ
く
そ
れ
の
修
正
要
求
と
な
ら
ん
で
、
や
は
り
同
ビ
認

識
と
行
政
的
便
宜
の
観
点
か
ら
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
が
ま
さ
に
廃
案
し
た
と
こ
ろ
の
古
制
を
、
新
た
な
装
い
の
下
に
復
元
し

よ
う
と
す
る
試
み
が
、
ベ
ン
ガ
ル
政
庁
当
局
の
内
部
か
ら
生
じ
て
き
た
。
前
節
に
も
述
べ
た
カ

l
ヌ
l
ン
ゴ

l
の
復
活
が
そ
れ
で
あ
る
。

日
】
白
晴
・
h

宮崎
HJ
引
)

カ

l
ヌ
l
ン
ゴ

l
(拘か
H

引
a
・3
引

つ
ま
り
い
く
つ
か
の
村
落
よ
り
な
る
地
域
単
位
の
土
地
・
税
務
登
記
官
を
さ
す
。
カ

l
ヌ
l
ン
ゴ

l
の
制
度
は
ム
ガ
ル
朝
期

EVH恥
νHEm-)
と
は
、
周
知
の
と
お
り
、

「
法
を
語
る
者
」
を
意
味
し
、
パ
ル
ガ
ナ

l
(
E
4
F
邑
w

以
前
か
ら
存
在
し
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
税
制
上
重
要
な
の
は
か
れ
ら
の
記
録
・
保
管
す
る
土
地
・
貢
租
関
係
諸
台
帳
が
当
該
地

34 -

域
に
お
け
る
地
租
査
定
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
村
落
の
パ
ト
ワ

l
リ
l
(
苦
言
守
コ
と
な
ら
ん
で
そ
の
職
を
世
襲
に

(l) 

よ
っ
て
保
有
し
て
い
た
。
植
民
地
政
府
は
当
初
は
こ
れ
を
存
置
し
て
、
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
を
抑
制
す
る
方
針
で
あ
っ
た
が
、
効
果
が
あ
が

(2) 

ら
な
か
っ
た
た
め
に
廃
止
し
た
も
の
で
あ
る
。

カ
l
ヌ
l
ン
ゴ

l
復
活
を
初
め
て
唱
え
た
の
は
税
務
局
長
事
務
扱
の
職
に
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
H
ド
ウ
ズ
ウ
ェ
ル

あ
る
が
、
か
れ
は
一
八
一
一
年
十
月
十
九
日
解
任
に
際
し
て
、
税
務
局
の
当
面
す
る
行
政
処
理
の
問
題
点
若
干
を
指
摘
す
る
詳
述
書
を
発

表
し
、
そ
の
中
で
こ
の
間
題
を
と
り
あ
げ
た
。
か
れ
は
、
土
地
財
産

(
2
z
z
m
)
の
分
割
な
ら
び
に
滞
納
地
租
額
決
済
の
た
め
の
土
地
財

(。・
0
o
d〈

ι
2
君
。
=
)
で

産
の
売
却
が
、
物
件
の
状
態
に
関
す
る
詳
細
な
資
料
が
な
い
た
め
非
常
な
困
難
・
不
便
を
蒸
起
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
克
服

す
る
の
に
、
カ

l
ヌ
l
ン
ゴ

i
の
復
活
と
パ
ト
ワ

l
リ
l
の
ベ
ナ
レ
ス
お
よ
び
受
贈
・
征
服
領
に
お
け
る
ご
と
き
政
府
吏
員
化
と
を
主
張



(3) 

し
た
の
で
あ
る
。
ド
ウ
ズ
ウ
ェ
ル
は
同
十
六
日
付
の
詳
述
書
に
お
い
て
、
永
代
定
租
制
実
施
以
後
に
開
発
さ
れ
た
土
地
の
地
租
の
扱
い
に

問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
か
れ
が
事
改
め
て
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
の
原
則
か
ら
自
分
は
逸
脱
す
る
も
の

(
4
)
 

で
な
い
旨
を
断
っ
て
い
る
所
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
カ

l
ヌ
l
ン
ゴ

l
復
活
論
の
動
機
も
ま
た
自
ら
の
経
験
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
り
、

マ

ン
ロ
!
日
シ
ス
テ
ム
の
直
接
的
影
響
そ
の
他
別
個
の
原
則
的
観
点
を
導
入
し
た
も
の
と
は
認
め
難
い
。
ド
ウ
ズ
ウ
ェ
ル
の
か
か
る
提
言
は

総
督
へ

l
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
侯
の
容
れ
る
所
と
な
っ
た
ら
し
く
、

一
八
一
四
年
十
月
二
十
一
日
付
を
も
っ
て
官
房
長
と
し
て
の
か
れ
の
名
で
、

カ
l
ヌ
l
ン
ゴ

l
復
活
に
つ
い
て
の
税
務
局
な
ら
び
に
受
贈
・
征
服
諸
県
司
政
局
(
回

Z
L
え
の
O
E
5
2
5
5
Z
)
の
意
見
が
徴
せ
ら
れ

て
い
る

2
6

こ
れ
に
対
し
て
税
務
局
の
リ
チ
ャ

l
ド
H

ロ
ッ
ク
(
刀
罰
百
三
刃
o
n
f
)

(
7
)
 

書
を
も
っ
て
賛
意
を
表
明
し
た
。
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
か
れ
ら
が
一
貫
し
て
強
硬
な
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
の
擁
護
者

(
8
)
 

だ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
カ

l
ヌ
l
ン
ゴ

l
復
活
に
つ
い
て
も
た
ん
な
る
古
制
復
帰
や
伝
統
依
存
の
立
場
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
で

ロ
ッ
ク
は
、
決
し
て
明
瞭
と
は
い
え
な
い
が
、
政
府
の
地
主
・
借
地
関
係
調
整
立
法
権
を
法
的
根
拠
と
し
て
、

へ
ン
リ

l
H
コ
l
ル
ブ
ル
ッ
ク
両
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
述

に
d
q
u
 

み
の
司
令
。

つ
ま
り
こ
の
調
整

の
た
め
の
一
施
策
と
し
て
、
パ
ト
ワ

l
リ
!
の
政
府
吏
員
化
と
カ

l
ヌ
l
ン
ゴ

l
復
活
と
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て

(
9
)
 

も
必
ず
し
も
無
条
件
と
い
う
の
で
な
く
、
そ
の
た
め
の
財
政
支
出
が
大
き
く
な
ら
な
い
こ
と
を
必
須
と
し
て
い
る
。
コ
ー
ル
プ
ル
ッ
ク
は
、

カ
l
ヌ
l
ン
ゴ

l
廃
止
を
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
の
「
根
本
的
失
策
L

と
評
し
、
そ
の
復
活
に
賛
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
れ
は

古
制
は
既
に
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
認
識
の
上
に
、
「
し
か
も
な
お
で
き
る
か
ぎ
り
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
諸
規
則
に
合
致
す
る

固
定
し
た
諸
規
則
の
再
建
L

を
、
地
主
・
借
地
人
関
係
の
調
整
の
た
め
の
、
両
者
間
の
係
争
を
条
令
に
よ
っ
て
審
理
決
裁
す
る
た
め
の
、

資
料
・
準
則
を
整
え
る
目
的
に
か
な
う
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で
あ
っ
て
、
古
制
は
イ
ギ
リ
ス
的
統
治
方
式
の
補
助
手
段
と
し
て
の

北
大
文
学
部
紀
要



コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
日
シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

(
叩
)

意
味
し
か
も
た
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
重
要
な
の
は
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
の
完
成
を
め
ざ
す
立
場
か
ら
も
、
古
制
復
帰
の
主

張
が
な
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
そ
の
主
張
を
生
ぜ
し
め
る
経
験
的
基
礎
は
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
自
体
の
破
綻
、
そ
の
集
中
的
表

(
口
)

現
た
る
ザ
ミ
l

ン
ダ
l

ル
と
ラ
イ
l

ヤ
ッ
ト
と
の
階
級
的
矛
盾
の
激
化
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
社
取
締
役
会
は
一
八
二
二
年
一
月
二
十
九
日
付
総
督
宛
書
簡
を
も
っ
て
、
受
贈
・
征
服
領
の
カ
l

ヌ
l

ン
ゴ
l

・
パ
ト
ワ
l

リ
l

再

組
織
を
指
示
し
た
。
こ
れ
は
ド
ウ
ズ
ウ
ェ
ル
提
案
の
翌
々
年
で
あ
る
。
取
締
役
会
が
ド
ウ
ズ
ウ
ェ
ル
提
案
に
言
及
し
て
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ

(ロ)

一
四
年
十
月
二
十
八
日
付
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ
の
命
令
の
到
着
以
前
に
お
い
て
既

ー
ル
の
カ
l

ヌ
l

ン
ゴ
l

復
活
を
命
令
す
る
の
は
、

に
、
ロ
ッ
ク
・
コ

l
ル
プ
ル
ッ
ク
の
詳
述
書
、
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
制
復
帰
を
単
に
マ
ン
ロ

l
派
の
見
解
つ
ま
り
ロ
マ

(
シ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
古
制
尊
重
・
伝
統
回
帰
論
を
、
取
締
役
会
が
容
れ
た
た
め
と
は
み
な
し
え
な
い
こ
と
の
証
明
で
あ
る
。

本
社
の
指
令
に
も
と
づ
い
て
、
一
八
一
七
、
一
八
、
一
九
年
に
カ
l

ヌ
l

ン
ゴ
l

の
復
活
、
パ
ト
ワ
l

リ
l

の
再
組
織
に
関
す
る
条
令

が
公
布
さ
れ
た
。
し
か
し
二
七
年
に
は
カ
l

ヌ
i
ン
ゴ
l

は
結
局
は
無
用
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
パ
ト
ワ
l

リ
ー
も
所
期
の

(
日
)

効
果
を
収
め
な
い
ま
ま
十
九
世
紀
末
に
至
る
。

〔註〕(l
)

ム
ガ
ル
朝
期
の
カ
l
ヌ
1
ンゴ
i
に
つ
い
て
は
、
巧
-
z・
玄
匂
巴

mz・4-M
。

〉加
E
ヨ
mHM

印)
E
Z
5
o
h
ζ
o
乙
o
E
F
ι
M
m
w

「o
ロ円四
o
p
-
由一山由(田町宮、〉=巴日
rmnr

p
L
・)・官官
-
-
u
u
M
吐血(の一
0
2
2
『)
W
H
-
z
m
t
p

↓rm
〉明日目釦ロ臼
3
2
E
O
『

玄C
閣官一

T
E
P
E
E
r
3
・
O
R
-
-
H
ま
Y

毛
-
N
∞m
N
ω

凶
・
を
、
植
民
地
支
配
成

立
期
の
ベ
ン
ガ
ル
・
ピ
ハ
I
ル
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
幻
O
唱。
=
o
n
"
Z
0
2
2

0
『問自己ロ明
o
r
『]・
0
・℃
2
z
z
o
p

玄俗}、】∞
"
r
H
叶∞叶(同
M
5
2
"
)
・
5

刃・回・

nhυ 
qδ 

刀

ω
自白『
o手
ωgw

回E
ι
z
m
E
岳町「
mHML
見。〈ぬロ
c
m
Z
Z
E
q
o
h
回。ロ明主・コ
E
W
l

コ∞ご
O
M
『0
5

日由
M
F

官可円。
M
l
H
u
d
z
・円・印
z
r
p
o司

2
7
・〈
O「

N
・
3

・

f
m
l
y
s
-
-
主
-
N
S
l
x
p

回
回
・
玄
E

P

↓r
m
n
g
E
一〉
ι
E
5
2
E
2
0
3

eh

岳町何
ω
Z
F
任"の。ョ
-um
ロアコ叫凶
l
H
由工・玄関口
n
Z
2
2
・
H
U
U
P
3
・
5
M

l
H
Z
-

を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

カ
l
ヌ
I
ンゴ
l
は
通
例
国
家
税
制
機
構
上
の
官
吏
と
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
の
原



初
形
態
に
つ
い
て
充
分
な
考
察
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
私
は
こ
れ
が
地
方
行

政
区
画
た
る
パ
ル
ガ
ナ
ー
な
ど
の
原
初
的
性
格
と
も
つ
な
が
り
を
も
っ
と
思
う
が
、

ま
だ
成
案
に
は
達
し
て
い
な
い
。

(
2
)
回
・
戸
田
ω
L
Oロ
℃

O
君
。
=
・
。
司
2
N
・
5
一
-
r
古
色
白
山
田
・
回
・
ζ
Z
H
P
。
官
・
2
N
-

H
U
H
3
・
た
だ
し
ペ
ナ
レ
ス
と
い
わ
ゆ
る
受
贈
・
征
服
領
(
の
Z
2
2
ι
の
O
ロ

』

C
2
2
円
υ
Z
2
2
2
)
と
で
は
、
ヵ

l
ヌ
l
ン
ゴ

l
は
機
能
し
つ
づ
け
て
お
り
、

植
民
地
政
府
も
こ
れ
を
有
用
と
認
め
て
制
度
中
に
採
用
し
た
。

(
3
)
開
立
Z
R
回
冊
目
明
弘
刃
2
0
2
m
n
。
z
t
Z
2
0
2
・
M
M
・
0
2
H
∞
=
・
ζ
E
E
の
『
可

。U
o
主
2
5
-「

ι
z
t
H
U
-
0
2
・
Z
F
E
E
ω
・
叫
|
埠
(
∞

-
p
r
官
官
・
コ
ロ
ー

コ戸)・
(
4
)
R
F
u
-
-
門
出
。
J
L
2
0
ι
H
A
T
0
2
-
∞
ニ
(
M
M
-
=
M
)
・

(
5
)
か
れ
は
ウ
ェ
ル
ズ
リ
l
総
督
に
重
用
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
受
贈
・
征
服
諸

県
の
地
租
査
定
に
つ
い
て
も
ベ
ン
ガ
ル
方
式
の
採
用
を
是
と
し
て
い
た
(
回
・
回
・

玄
z
z
・
。
百
三
円
J
H
U
H
U
・
田
N
・
N
H
M
ロ

N・)。

(
6
)
何
百
E
2
∞
2
個
別
一
刀
2
2
5
の
o
n
E
一
E
M
O
B
-
M
H
・
0
n
f
H
∞
玄
岨
r
z
z

p
o
E
"
r
o
-
r
z
h
問
。
n
問
。
E
q
E
"
吉
田
E
E
o引
用

2
2
z
P
E
n
-
宮
、
E
・
叶
I
l
∞

(
印
・
可

-
r
唱
・
凶
2
・
)
。
地
主
・
借
地
人
間
の
土
地
係
争
処
理
の
た
め
の
資
料
と

な
る
記
録
の
作
成
・
保
管
が
、
カ

i
ヌ
l
ン
ゴ
1
再
設
置
を
提
案
す
る
前
提
と
さ

れ
て
い
る
。

(
7
)
開

E
E
n
n
回
E
M
由
主
刃
2
4
H
2
0
0
0ロ
ω
三
Eロ
O
E
-
-
N

〉ロ凹

-
Z
H
Y
「
E
Z
H

F
o
自
同
r
o
回
。
2
L
o
『
刃
O〈
mロロ
m
E
子
。
〈
E
?℃
日
E
ι
。
口
同
ω
ロ
ι
u
m
唱
C
与
の
0
4
2
'

北
大
文
学
部
紀
要

5
1
u
m
Z
E
-
-
コ
の
0
5
2
f
t
z
ι

ロ
]
5
・
ζ
5
・
ζ
E
Z
5
2
・
3
n
r
0
・

E
E
ω
・
=
ー
コ
(
凶

P
・
M
-
官
官
・
5
?
l
凶
ゴ
)
山
ζ
E
E
m
ご
巳
『
-
n
o
r
r
H
O
O
F
O

(
色
。
.
官
官
・
3
∞
|
凶
∞
こ
。

(
8
)
た
と
え
ば
、
受
贈
・
征
服
領
で
の
ザ
ミ
1
ン
ダ

l
リ
l
永
代
定
租
制
実
施
の

延
期
を
求
め
た
リ
チ
ャ

l
ド
H
H
コ
ッ
ク
ス
(
泊
ι
・
n
z
)
と
へ
ン
リ

1
1セ
ン
ト

ー
ジ
ョ
ー
ジ
H
H
タ

y
カ
l
(
出
『

-T-coo-
叶

E

r
叫
)
旬
報
告
(
印

-
p
r
3・

品
ミ
)
に
対
す
る
コ
1
ル
プ
ル
ッ
ク
の
批
判
(
句
。
・
w

可
司
・
土
宗
)
を
参
照
せ
よ
。

ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
詳
細
を
確
か
め
え
な
い
が
、
本
社
取
締
役
会
が
ラ
イ
i
ヤ
y

ト
ワ

l
リ
l
支
持
の
線
を
明
確
に
一
示
し
て
い
る
時
、
総
督
府
参
事
会
・
税
務
局
は

こ
れ
に
反
対
し
続
け
て
お
り
、
か
れ
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

(
9
)
ζ
E
C
Z
ご
刃
ι
・
刃
o
n
T
0
・
芯
脚
色
・
言
、
0
・
コ
・

(
叩
)
か
れ
は
自
分
の
提
案
に
な
る
一
八
一
二
年
条
令
五
号
の
欠
を
補
う
も
の
と
し

て
、
カ

I
ヌ
l
ン
ゴ

1
復
活
を
構
想
す
る
。

(
日
)
こ
の
よ
う
に
述
べ
れ
ば
お
そ
ら
く
直
ち
に
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム

が
「
自
由
主
義
」
と
と
も
に
「
保
守
主
義
」
を
も
内
包
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て

そ
れ
が
古
制
復
帰
を
求
め
る
の
は
い
わ
ば
論
理
必
拙
公
的
で
あ
る
、
と
い
う
批
判
が

ス
ト
ウ
ク
ス
や
ピ
ア
ス
の
結
論
を
借
り
て
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
「
伝
統
」

の
自
壊
を
予
知
し
て
こ
れ
を
制
度
の
枠
外
に
お
く
「
保
守
」
と
、
そ
れ
を
統
治
機

構
の
基
礎
と
し
て
修
正
し
つ
つ
も
紫
留
す
る
「
保
守
L
と
は
、
論
理
的
に
混
同
し

が
た
い
と
考
え
る
。
ド
ウ
ズ
ウ
ェ
ル
ら
の
論
議
は
い
っ
て
み
れ
ば
前
の
「
保
守
」

か
ら
後
の
「
保
守
」
へ
の
転
換
で
あ
る
。
か
く
み
き
た
る
な
ら
ば
わ
れ
わ
れ
は
、
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コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

マ
ン
ロ

l
u
シ
ス
テ
ム
の
「
保
守
」
を
軍
人
気
質
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に
結
び
つ

け
る
の
が
、
在
来
社
会
の
階
級
関
係
と
植
民
地
支
配
と
い
h

ユ
一
重
の
矛
盾
の
中
に

政
策
を
把
え
よ
う
と
し
な
い
、
頗
る
非
科
学
的
方
法
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
れ

は
さ
ら
に
「
保
守
主
義
」
の
概
念
構
成
の
批
判
に
ま
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。

(
ロ
)
泊
。
d
R
O

ロロ。

C
O
Z
E
-
M
干
の
o
z
Z
H
f
ι
E
2
N
∞・

0
2
・
Z
H
P
宮
、
2
・
ゴ
|
∞
口
(
的

-
p
r
3・
5
品

eta-

「
E
Z
H
F
o
ヨ
同
ro
の
。
ロ
足
。
h

口問。
2
。
z
n
O
同}凶仰の
md
旬。吋ロ
O吋

戸
血
叶
)
・
こ
の
書
簡
の

E
E
ぷ
・
に
よ
る
と
、
取
締
役
会
は
か
ね
て
カ

l
ヌ
l
ン

ゴ

l
廃
止
に
遺
憾
の
意
を
表
し
て
き
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
私
の
て
も
と
で

は
追
認
で
き
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
取
締
役
会
が
カ

i
ヌ
1
ン
ゴ

l
再
設
置
の

「
権
限
を
付
与
し
す
E
r
oロ
日
)
」
た
こ
と
で
あ
り
、
前
後
の
経
緯
か
ら
み
て
も

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
ベ
ン
ガ
ル
政
庁
側
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

(
日
)
回

-
z
-
E
Pロ
七

01=・
8

2円J
4

1
・

r
官
官
・
三
∞
|
g
白
山
田
・
回

-
E
ω
E・
8

2rミ
・
円
。
斗
l
l
コ
ロ
・
た
だ
し
い
ず
れ
も
小
稿
記
述
の
経
緯
を
問
題
と
し
て
い
な
い
。
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八

む
す
び
に
か
え
て

以
上
私
は
乏
し
い
史
料
に
依
っ
て
で
は
あ
る
が
、
ザ
ミ

l
ン
ダ

l
リ
l
永
代
定
租
制
に
起
因
す
る
十
九
世
紀
初
期
の
社
会
的
変
動
を
瞥

見
し
、
そ
の
過
程
に
・
お
い
て
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
の
原
則
を
お
お
は
ば
に
修
正
す
る
要
求
が
、
行
政
・
司
法
実
務
担
当
官
の
聞

か
ら
生
ピ
て
き
た
こ
と
を
み
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
要
求
は
、
小
い
う
な
れ
ば
、
マ
ド
ラ
ス
に
お
け
る
マ
ン
ロ

l
お
よ
び
後
の
パ
タ

l
ナ
リ

ズ
ム
H

ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
立
場
の
人
び
と
の
主
張
に
、
接
近
し
た
内
容
を
も
っ
と
と
も
に
、
功
利
主
義
理
論
の
導
入
に
よ
る
べ
ン
テ

イ
ン
ク
の
改
革
を
も
予
知
す
る
、
内
容
を
ふ
く
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
十
九
世
紀
初
期
の
ベ
ン
ガ
ル
・
ビ
ハ

l
ル
の
実
務
官
僚
た
ち
の
行
政

史
上
の
位
置
が
、

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
と
マ
ン
ロ

l
u
シ
ス
テ
ム
や
ベ
ン
テ
イ
ン
ク
改
革
と
の
、

い
わ
ば
架
橋
地
点
に
あ
る
こ

- 39一

と
を
示
す
。
し
か
し
同
時
に
重
要
な
こ
と
は
、
か
か
る
事
実
を
ふ
ま
え
る
か
ぎ
り
、
十
九
世
紀
前
半
期
に
お
け
る
植
民
地
支
配
政
策
の
転

換
は
、
も
は
や
思
想
史
的
構
図
の
み
で
は
説
明
し
え
な
い
|
|
思
想
の
函
数
と
し
て
政
策
を
把
え
る
の
は
方
法
的
に
疑
わ
し
い
、
と
い
う

点
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
統
治
組
織
の
最
末
端
に
お
け
る
司
法
警
察
権
と
行
政
権
と
の
統
合
1

土
地
調
査
に
よ
る
小
農
民
土
地
所
有
の
安
定
、
と
い
う
二
つ
の
改
革
案
が
、
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
的
な
為
政
者
に
よ
る
弱
小
農
民
保
護
論
や
ロ

収
税
官
H

裁
判
官
(
の
。
=
o
n
g
H
a
玄
よ
E
E
Z
)
制、

マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
的
な
古
制
温
存
論
に
よ
ら
ず
、
権
力
分
立
に
反
対
す
る
功
利
主
義
政
治
学
説
、
大
土
地
所
有
制
に
反
対
し
小
土
地
所
有

の
優
越
を
説
く
そ
の
経
済
学
説
に
も
よ
ら
ず
、

(l) 

実
が
忘
れ
ら
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
イ
ン
ド
植
民
地
政
策
形
成
に
お
け
る
契
機
と
し
て
の
現
地
支
配
経
験
が
没
却
さ
れ
る
。

前
述
の
実
務
官
僚
た
ち
に
よ
る
経
験
の
批
判
を
通
し
て
提
出
さ
れ
て
い
た
、

と
い
う
史

北
大
文
学
部
紀
要



コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
批
判
論
の
形
成

(2) 

く
り
返
し
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
私
は
経
験
的
契
機
を
無
視
し
て
は
政
策
転
換
の
説
明
は
十
全
た
り
え
な
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
殊

に
イ
ン
ド
自
体
の
史
的
過
程
に
即
し
て
考
え
る
場
合
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
実
務
官
僚
が
経
験
し
た
統
治
の
困
難
の
基
底
に
あ
っ
た
、
植
民

地
支
配
と
在
来
社
会
と
の
矛
盾
の
拡
大
、
在
来
社
会
自
体
の
う
ち
に
あ
っ
た
矛
盾
の
新
た
な
条
件
下
に
お
け
る
発
展
、
と
い
う
本
質
的
な

問
題
を
欠
落
さ
せ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
そ
れ
ら
の
矛
盾
の
実
体
は
、
過
重
な
地
租
の
賦
課
と
私
的
土
地
所
有
権
の
設
定
と
が
も
た
ら

し
た
、
ザ

l
ミ
ン
ダ

i
ル
と
ラ
イ

l
ヤ
ッ
ト
と
の
聞
の
階
級
闘
争
の
激
化
で
あ
り
、
階
級
聞
の
矛
盾
を
緩
和
し
つ
つ
地
租
徴
収
を
維
持
し

ょ
う
と
す
る
所
に
、
農
民
保
護
策
な
り
カ
|
ヌ

l
ン
ゴ

l
復
活
な
り
の
議
論
の
登
場
す
る
現
実
的
基
礎
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
社
取
締

役
会
が
マ
ン
ロ

l
の
提
言
を
容
れ
て
ラ
イ

l
ヤ
ッ
ト
ワ

l
リ
l
制
支
持
に
傾
き
ジ
ェ

l
ム
ズ
H

ミ
ル
を
登
用
し
て
功
利
主
義
理
論
の
適
用

を
許
す
に
至
っ
た
背
景
に
は
、

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

シ
ス
テ
ム
の
破
綻
と
い
う
経
験
的
事
実
の
認
識
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
私

の
提
言
は
な
か
未
刊
・
既
刊
の
公
私
文
書
に
よ
る
詳
細
な
研
究
を
要
す
る
と
は
い
・
ぇ
、

支
配
経
験
の
契
機
を
閑
却
し
た
植
民
地
支
配
思
想

史
研
究
が
史
実
誤
認
の
危
険
を
は
ら
む
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
に
思
う
。
思
想
史
的
研
究
に
は
白
か
ら
妥
当
す
る
限
界
が
あ
る
。

〔註〕

(
2
)
私
の
考
え
で
は
マ
ン
ロ
ー
ら
の
政
策
は
完
全
に
か
れ
ら
の
支
配
経
験
か
ら
割

(
1
)
パ
タ

I
ナ
リ
ズ
ム
H

ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
功
利
主
義
と
の
共
有
点
と
し
て
、
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
発
生
の
上
壌
を
待
つ

エ
リ
ア
ク
H

ス
ト
ウ
ク
ス
教
授
が
挙
げ
る
の
は
、
付
収
税
官
の
司
法
・
行
政
権
兼
功
利
主
義
等
々
と
同
列
に
扱
い
え
な
い
o

こ
れ
は
か
れ
ら
の
残
し
た
文
献
か
ら
明

帯
、
口
慣
習
を
尊
重
し
た
法
律
の
簡
素
化
、
日
ラ
イ

l
ヤ
ッ
ト
ワ

I
リ
l
制
度
支
ら
か
に
指
摘
で
き
る
。
こ
の
点
の
識
別
が
な
い
と
、
マ
ン
ロ
1
の
「
自
然
」
は
「
ワ

持
、
問
地
権
の
調
査
と
記
録
、
と
に
見
出
す
(
開
・
同
E
r
o
m
・
8
のご
w

可
-

N

凶・

)

0

1

ズ
ワ
!
ス
と
ロ
マ
ン
主
義
運
動
と
の
『
自
然
』
」
な
ど
と
い
う
無
意
味
な
結
論
に

前
者
の
立
場
か
ら
す
る
コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H

、
可
ス
テ
ム
批
判
論
の
骨
子
は
、
宇
三
-
な
る
(
∞

2
明

r
r
o
-
0
・

8
ミ
H

・・百・

5
0・)。

N
U
司

叫

N
N
-

を
、
後
者
の
立
場
か
ら
に
つ
い
て
は
、
呂

2
円

J

ミ

S
I
S
-
E

な
わ
小
稿
で
は
割
愛
し
た
が
、
受
贈
・
征
服
領
で
の
ザ
ミ

i
ン
ダ

l
リ
l
永
代
定

叶

0
・
3
w
Z
i
s
-
-
H
m
H
H
∞
w
H
M出
円

三

H
M
Y
E
U

王

国

・

を

さ

し

あ

た

り

租

制

不

採

用

の

主

因

も

、

コ

l
ン
ウ
ォ
リ
ス
H
シ
ス
テ
ム
の
破
綻
の
認
識
に
あ
っ

参

照

。

た

。
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